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Abstract 
Martial Arts (Budo) is a service system in which instructors and students co-create physical and mental 

values through training encounters in a physical servicescape—the dojo. In this paper, I analyzed how actors 

develop eudemonic well-being in this servicescape.  

 

As a theoretical framework, I first selected the stage-based perception theory of servicescapes and 

supported the process of behavior change based on the interaction between participants and the environment. 

In addition, I constructed an analytical framework focusing on value co-creation, institutions, and the 

components of the service ecosystem, while utilizing the Service Dominant Logic (SDL), which views 

services as a value co-creation process among actors, and the Transformative Services Research (TSR), 

which explores uplifting change to improve the level of wellbeing. 

 

Based on this analytical framework, primary data was collected from 19 members of the World Seido Karate 

Organization Seido Juku, which has been active worldwide for more than 40 years. 19 members were 

interviewed or surveyed by questionnaire. In addition, secondary data such as interviews in print and books 

were also used in the analysis. The results showed that (1) the participants integrated the value co-creation 

learned through the training at the servicescape as a model for daily life, (2) the servicescape created 

positive mental change in the participants and promoted their personal growth. 

 

I found that the totality of the dojo, including philosophies, training systems, and acquired outcomes, 

through the interaction of the participants in the dojo, became an operant resource called eudaimonia, and 

as a servicescape, it was considered to be transformed into a mindset that transcended physical space. In 

other words, the dojo emerged as an omnipresent concept of servicescape, which may or may not be a 

physical place, as a place to exchange services. Specifically, it is a servicescape that has been elevated to a 

mindset. 

 

It was found that what participants acquire through continued practice in the dojo is the ability to proactively 

create a eudemonic state by finding the dojo in their mental models. This supports sustainable personal 

growth, and the dojo is also perceived as a eudemonic servicescape, thus gaining sustainability. Based on 

these findings, this paper develops a theoretical model of the co-creation mechanism that enhances human 

eudaimonia in this service system. 

 

Keywords: Martial Arts, Budo, Karate, Dojo, Wellbeing, Servicescape, Service Dominant Logic, 

Transformative Service Research, Value Co-Creation, Eudaimonia 
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用語の説明 
 
■道場 
 
仏法の修行の場,  寺院を指すが，転じて武芸を伝授し修練する場所.（広辞苑 第七版,（2018）,
岩波書店） 
 
■道（「どう」または「みち」） 
 
１）人として守るべき条理. また, 宇宙の原理. ２）神仏の教え．仏教では特に，菩提・悟り，
あるいはそのための実践のことを言う ３）専門の学問・技芸・運動などの世界，また，その
修行過程  4）人が考えたり行ったりする事柄の条理．道理．（広辞苑 第七版,（2018）,岩波書店） 
 
■塾 
 
江戸時代に生まれた学問，武芸，その他いろいろの芸道に関する民間教育機関． 
（コトバンク https://kotobank.jp/word/%E5%A1%BE-170834）（2020 年 4 月 10 日閲覧） 
 
■ウェルビーイング 
 
健康や幸福を意味する言葉．世界保健機関憲章前文を参考． 
“Health is a state of complete physical, mental and social well-being and not merely the absence 
of disease or infirmity. ” 
「健康とは，病気ではないとか，弱っていないということではなく，肉体的にも，精神的にも，
そして社会的にも，すべてが満たされた状態にあることをいいます．」 
（日本 WHO 協会仮訳 https://japan-who.or.jp/about/who-what/charter/）（2022 年 11 月 4 日
閲覧） 
 
■アップリフティングチェンジ 
 
道徳的，精神的，文化的なレベルなどを高めるように，人の気分や精神の向上を促すような形
でポジティブになること  (Cambridge Dictionary を参照し，著者が定義) 
 (Cambridge Dictionary  https://dictionary.cambridge.org/ja/dictionary/english/uplifting)
（2022 年 12 月 22 日閲覧） 
 

https://kotobank.jp/word/%E5%A1%BE-170834%EF%BC%89%EF%BC%882020%E5%B9%B44%E6%9C%8810
https://japan-who.or.jp/about/who-what/charter/
https://dictionary.cambridge.org/ja/dictionary/english/uplifting)%EF%BC%882022%E5%B9%B412
https://dictionary.cambridge.org/ja/dictionary/english/uplifting)%EF%BC%882022%E5%B9%B412
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■誠 
 
「誠」は儒教において，「仁，義，礼，智，信」の 5 つの徳を備えることで人生が豊かになるこ
とを説き，これらの教えを行動として表したもの．善を本質とした実践的精神であり，自己の
行為を厳しく反省すると共に，天道（自然の摂理）を達観して，自己の生き方そのものとして，
その真実であり，最善であると信ずる精神を，発揮すること． 
（『大学・中庸』新釈漢文大系（1976），p177 p180，岩波書店） 
 
■エウダイモニア 
 
アリストテレスの定義「エウダイモニアとは何も欠けることがなく自足的な幸福であり徳に即
して生じる魂の活動である」 
（朴 一功訳,(2002),「ニコマコス倫理学」第 10 巻第六章,京都大学学術出版会） 
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第一章 序論 

1.1  研究の背景 

 
武道（Martial Arts）は，指導者と生徒らというアクターが，物理的サービススケープである道
場の中で，稽古というエンカウンターを通じて肉体的・精神的価値を共創するサービスシステ
ムである．現在，世界的に武道を学ぶ者は多い．公益財団法人日本武道館の統計（2016）によ
ると，柔道など武道 9 種目に海外 5000 万人超の武道人口があるという．武道は伝統的に，「戦
うことを学ぶ前に，人を扱うことを学ぶ」(Barczynski & Maciej Kalina, 2009)，「スピリチュア
ルな修行」(Dodd & Brown, 2016,p43)であると言われている．修行のプロセスにおいて，参加
者は時に肉体的苦痛や挫折を経験するものの，何らかの心の強さとしての自立心を形成してい
くことが指摘されている(Kauka, 2018; Sasaki, 2006,p13)．武道というサービスシステムは参加
者が，人生に意味や方向性を持っているという状態であるエウダイモニック・ウェルビーイン
グ(Ryff, 1989)の形成を支援する独特の特徴があると考えられる．しかしながらサービスシステ
ムを構成するサービススケープやアクターの行為や認識（規範意識などの制度を含む）がどの
ようにして武道修練者の価値につながっているのかについては十分に知られていない． 

Bitner et al. (1992)は，サービスプロセスを取り巻く物理的・非物理的要素で構成される空間の
ことをサービススケープと定義した．参加者はサービスの場での相互作用経験を通じて，サー
ビ ス ス ケ ー プ に 何 ら か の 意 味 付 け 行 為 を し て い る (Ballantyne & Nilsson, 2017) ．
Rosenbaum(2006)は，この行為に着目し，サービス参加者がサービススケープに対して段階的
に形成する知覚の理論を構築した．サービススケープは参加者が自分自身について考え，認識
を深める場として機能し(Cuba & Hummon, 1993; Ekinci et al., 2013; Rosenbaum & Massiah, 
2011; Wattanasuwan, 2005)，それにより，場の持つ意味を変え，資源統合のあり方をも変えて
いく(Elliott, 1997; Rosenbaum et al., 2017)ことが知られている．こうしたアクターの知覚のダ
イナミクスは，道場というサービススケープにおいても機能し，それが武道修練者の価値共創
に影響している可能性があるものの，未だ十分に研究されていない．  

サービス・ドミナント・ロジック（Service Dominant Logic） : SDL は，サービスをアクター間
の価値共創プロセスとして捉える見方である．参加するアクターは，資源統合を通じて，交換
可能な新たな資源を創出し(Vargo et al., 2004; Vargo & Lusch, 2011)，相互作用を通じて自らの
ウェルビーイング形成に貢献している(Anderson et al., 2013; Ekman et al., 2016; Koskela-
Huotari & Vargo, 2016).  

トランスフォーマティブ・サービス・リサーチ（Transformative Service Research） : TSR とは，
サービス主体と消費者間の相互作用によって，両者のウェルビーイング向上のためにアップリ
フティングチェンジや改善をもたらすことを探求するサービス研究(Anderson et al., 2013; 
Anderson & Ostrom, 2015)である．ここで，人間の positive な心理要素の醸成には人間の身体
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運動が貢献するところも大きい(Gill et al., 2013; M. E. Seligman & Csikszentmihalyi, 2000; 
Vuillemin et al., 2005)．スポーツ研究の文脈では，一部の先駆的研究に，ウェルビーイングを
向上させるという研究(Greco et al., 2019; Kouali et al., 2020; Lakes & Hoyt, 2004)があるが，武
道におけるウェルビーイング形成の研究は十分になされていない(Macarie & Roberts, 2010)．
また，それらの研究対象はプロフェッショナルの競技スポーツに関する諸課題(Oishi & Diener, 
2001)が中心であり，必ずしも競技性，商業性を伴わない武道についての研究は，十分になさ
れていない． 

 

1.2  研究の目的 

 
エウダイモニアとは，アリストテレスが幸福（Eudaimonia）を，よく生きるうえで追求する目
的であるとした．そしてその目的たる幸福は自分だけではなく，国の全市民をも考慮に入れた
究極的なもの（最高善）でなければならないと説いている(Kraut, 2015; 朴, 2002 )．このような
規範的ウェルビーイング観は程度の差こそあれ，自らの幸福の形成や他者の幸福への貢献を目
指すものである．このエウダイモニアは様々な人生経験から形成されることが考えられるもの
の，武道の目指すヴィジョンにおいて，その修練プロセスがどのようにエウダイモニアの獲得
に資するのかについては十分に研究されていない． 
 
そこで本研究では，武道修練のプロセスを，稽古というエンカウンタープロセスを通じて，参
加者同士が身体的能力向上と精神的自己成長を両立したエウダイモニアとしての幸福の価値を
共創するサービスシステムとする．そして，そのサービスシステムにおいて獲得される可能性
がある人間のエウダイモニアを高める共創メカニズムの理論モデルを構築することを目的とす
る． 
 

1.3  リサーチクエスチョン 

 
以上の主旨から，本論文の目的は，武道修練において，アクターに対してウェルビーイングが
いかに形成されるのかを明らかにすることであり，それにより，武道修練を通じたウェルビー
イング形成のメカニズムを構築するための，課題並びに必要な要素を明らかにすることである．
そのために，本論文のリサーチクエスチョンを以下に定める． 
 
MRQ：武道修練において参加者に対してウェルビーイングはいかに形成されるのか？ 
 
SRQ1：武道修練におけるサービス交換の基盤は何であり，それはいかに持続されている
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のか？ 
 
SRQ2：道場では参加者は相互作用からどのようなアウトカムを得ているか？ 
 
SRQ3：武道修練においてどのようなサービス交換が行われているのか？ 
 
それぞれの RQ の関係性と流れは次のとおりである． 
SRQ1 で，当該の道場で修練をする前提となるフィロソフィーや制度を整理することで，
道場活動の基盤を見極める．次に，SRQ2 で，実際に修練を継続しているメンバーがどの
ようなアウトカムを獲得しているかを確認し，その上で，SRQ3 としてこの場においてど
のようなサービス交換がなされているのかを考察する．これらの研究の流れによって，
MRQ に掲げたウェルビーイングが実際にどのように形成されているのか，そのメカニズ
ムがいかなるものになるのか検証をする． 
 

1.4  研究方法 

 
武道におけるサービス研究は新しい領域と考えられるため，本論文は探索的研究がふさわしい
と考えられ，方法論として質的分析方法による事例研究を適用した．そこで，武道修練におい
て，その参加者に対してどのようにウェルビーイングが形成されているのかを明らかにする目
的で，半構造化インタビュー及び質問紙により収集されたデータを用いて，事例分析を行った．
さらに，出版物や報道，ネット等で一般に公開されている情報でデータの補完をして研究を進
めた． 
 
調査対象は，世界誠道空手道連盟誠道塾（以下，誠道塾）である．誠道塾は 1976 年に日本人空
手家の中村忠氏によって設立された空手道の流派である．本部はニューヨークにあり，道場を
米国内に 45 拠点，世界 109 拠点に展開している．中村忠氏は，「正直な人間といっしょに，お
互い協力し合いながら，学び合いながら，人間として人に恥じることのない誠の道を歩む」こ
とを参加者が修練の拠り所とする設立のフィロソフィーに仕立て，これに沿うかたちで，誰も
が心身の成長可能なメディアとして空手を用いることができる修練システムを創造している(中
村, 1988)．この流派を対象にした理由は，次の通りである． 
 
誠道塾は勝敗に重点を置く空手界の風潮の中で，他流に見られるスポーツ化した武道とは一線
を画し，競技性や選抜制を排し，だれもが修練でき,  人生の『道』を辿る本来の武道を標榜し
て出発した組織である．文化も環境も異なる世界各地に拠点を展開し，人種もジェンダーもハ
ンディキャップも越えて，半世紀もの長きにわたり，競技者ではなく，多くの空手家を輩出し
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続けている．それを可能にしている要因が，指導者や生徒である参加者が，その修練の中でウ
ェルビーイングを持続的に形成できているからではないかと考えたからである． 
 
分析者は，誠道塾の東京支部で稽古をした経験を有する．組織関係者が組織分析をする際，利
益相反の可能性や客観性の担保が課題になる．これらの点について，まずデータ収集対象の選
別においては，筆者が，上級者，中級者，初級者をそのランク（段，級位）から任意に１ラン
クずつ 3 人を選び，半構造化インタビューからデータ収集した．これに加え，主宰者である中
村忠氏に本研究の意図を伝えたうえで，地域や国が偏らないように, 日本在住のメンバー5 名と
海外在住のメンバー11 名を選別依頼し，インタビューと同じ質問内容の質問紙を送付した．国
内の研究協力者に関しては分析者が当該組織において空手の修練をする中で面識のあった対象
者が含まれ，２名は分析者と同じ場所で修練に臨んでいた．他方，海外の研究協力者について
は，分析者とは実際に空手を修練する場が異なるために，面識は十分にない．このように，イ
ンタビュー選定に於いて，分析者による対象者選定および組織主宰者を仲介した対象選定が行
われていることが特徴である．利益相反の可能性はこの段階では十分に回避できているとは言
えないものの，聞き取り調査に対する分析者への謝礼や，聞き取り調査内容を組織主宰者が閲
覧したりすることは研究の過程において発生していない．また，得られたインタビュー結果の
解釈については，本論文執筆の指導教員と度重なる議論をしたうえでコード化を洗練させ，分
析者と指導教員双方で合意のできない解釈は排除しながら分析を進めていくことで，客観性が
保たれるよう努めた． 
 

1.5  本論文の構成 

 
第１章では，研究の動機･背景を述べ，研究方法として質的研究として事例研究を採用した理由
を説明し，リサーチクエスチョンを定義した． 
 
第 2 章では，先行研究のレヴューを行う．リサーチクエスチョンへの回答を得ることをベース
に，サービスシステム，ウェルビーイング，ウェルビーイング志向の価値共創の視点からレヴ
ューした． 
 
第 3 章では，研究１として，対象事例の創始者への半構造化インタビューによる聞き取りのデ
ータを基に，二次情報である創始者の著書，雑誌記事などで補強し，組織のフィロソフィーと
運用されているシステムの分析を行った． 
 
第 4 章では，研究２として，対象事例の参加者（生徒）へのインタビューによる聞き取りと質
問紙による回答からのデータを基に，組織で行われる実践によってもたらされたアウトカムの
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分析を行った． 
 
第 5 章では，研究１，研究２で得た結果を基に，対象事例においてウェルビーイングがいかに
形成されているのかを検証した． 
 
第 6 章では，前章までの研究から得られた結論と，リサーチクエスチョンへの回答，及び理論
的含意，実務的含意の総括をし，整理した内容を記載した． 
 
 

第二章 先行研究レヴュー 

2.1  サービスシステム 

2.1.1  サービス・ドミナント・ロジックの考え方 

 
サービスマーケティングの領域で研究が進んでいるサービス・ドミナント・ロジック(Vargo & 
Lusch, 2004)は，サービスをアクター間の価値共創プロセスとして捉え，その中核であるアク
ターを，資源統合を通じて，交換可能な新たな資源を創出するという共通な役割を持つ存在と
して定義される(Vargo & Lusch, 2011)．このような役割を持つアクターはジェネリックアクタ
ーと呼ばれる(Kjellberg et al., 2018)．サービス・ドミナント・ロジックはロジックと呼ぶよう
に，観点や考え方であり理論とは謳われていない．有形な生産物であるモノを対象にした，不
連続な取り引きが中心の従来のマーケティングの考え方に対して，サービス・ドミナント・ロ
ジックは，経済活動をサービスと捉え，そのサービスにおける無形な対象の取り引きプロセス，
資源交換におけるアクター同士の関係性や，そこで生起される価値共創に視点を移した考え方，
あるいは世界観と言える(Vargo & Lusch, 2004)． 
 
サービス・ドミナント・ロジックでは，生産者と消費者という二極的な見方をせず，消費者は
共同生産者であり価値共創者と位置付けられる．このロジックでは，商品主体とサービス主体
の考え方を区別するのに役立つオペラントリソースとオペランドリソースという言葉を用いて
いる．この価値共創のプロセスで交換され，作用を起こし効果をもたらせてくれるもの，すな
わちオペラントリソースは，知識や技術である．また，価値共創者としてのアクターもオペラ
ントリソースと考えられる．一方でモノや価値共創をするメディアや道具はオペランドリソー
スであり，すなわちプロセスにおいて作用を受ける存在となる(Vargo & Lusch, 2004)．アクタ
ーはリソースとしてネットワークが可能であり，すべてのアクターはお互いの資源統合者であ
り価値共創者となり得る(Lusch & Nambisan, 2015)．こうして，サービス・ドミナント・ロジ



6 
 

ックでは，他のアクターが利益を獲得するためにそれぞれの資源を利用するサービスに視点を
置くことができるので，社会的な交換に効果をもたらすことができる(Chandler & Vargo, 2011; 
Vargo et al., 2004; Vargo & Lusch, 2008)． 
 
サービス・ドミナント・ロジックでは，アクターにより共創される価値の中心的な概念が，そ
れぞれが享受するウェルビーイングであると考え，アクターの相互作用が共創価値を達成する
上で重要である(Anderson et al., 2013; Ekman et al., 2016; Koskela-Huotari & Vargo, 2016; 
Kuppelwieser & Finsterwalder, 2016)との考えの上で，サービス・ドミナント・ロジックは，社
会的，非営利的，倫理的なマーケティングの根拠となることを指摘されている(Vargo & Lusch, 
2008)．しかし，サービス・ドミナント・ロジックは，サービスの生産性や質の向上，あるい
は生活の豊かさを目的としていて，意義深い人生の獲得はそのスコープに入っていない(岡部, 
2019 p42)．本論文ではサービス・ドミナント・ロジックに沿った形で深い幸福感ともいえる意
義深い人生をどう達成できるのかを探求する． 

 

2.1.2  サービスエコシステムと制度的ロジック 

 
サービスエコシステムは，アクター間で共有された制度的理論と，サービス交換による相互作
用による価値創造によって資源統合をする自己完結した自己調整システムと定義される(Fujita 
et al., 2018; Vargo & Lusch, 2016)．言い換えれば，サービスエコシステムでは規範や制度を，
アクターを結びつけるメカニズムとして捉え(Baron et al., 2018)，意図的に制度と実践を変化さ
せていくことで，サービスエコシステムはデザインされると言える(Vink et al., 2021)．また，
アクターが制度的状況に影響を与え変化させることで，資源の資源性そのものを変化させるこ
とができる(Koskela-Huotari & Vargo, 2016)．目の前に壺があったとして，その資源性から見れ
ば，あるアクターにとっては水差しという価値があり，他のアクターにとっては楽器のひとつ
になるかもしれない．それぞれが持つ制度や文脈によって違いは起こるが，資源性とは資源と
しての価値が既に存在することではなく，価値共創のプロセスによって生み出される価値を持
つことができるという意味であり，アクターが多様な制度をそれぞれが部分的に共有して，資
源性の概念を統合し，調整を図ることで新たな価値が創造され得る(Koskela-Huotari & Vargo, 
2016)．例えば，地域振興の場面では，地域キャラクターを，アクター間を結びつける共通の
制度としての役割と位置づけ，その利用価値を向上させることで，価値共創が促進される(庄司, 
2017)．また，食料の浪費と余剰を扱うシステム対して，アクターが直面する制度の見直しが
その改善に寄与しているという報告がある(Baron et al., 2018)．さらに，サービスエコシステム
において，アクターの経験価値を高めていくことが長期的なロイヤリティに繋がるが，その経
験価値は制度に影響される(Akaka & Vargo, 2015)とされるが．武道は伝統的な制度が組織の体
制を創っているが，なぜ長きにわたって継続，伝承されてきたのかを探求した研究事例は極め
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て少ない．本論文ではそのポイントにアプローチする． 
 

2.1.3  サービスシステムとしての武道 

 
背景 
 
公益財団法人日本武道館（https://www.nipponbudokan.or.jp）では，武道の定義と理念を表 2-
1 のように掲げている．内容的にはほぼ重なるが，武道とは，1．日本の伝統的文化であり，２．
武技の修練を中心とし，３．心技体を一体として鍛え，４．道徳，礼節を重んじ，５．人間形
成を図り，かかる定義をした上で，国家，社会の平和と繁栄に寄与するサービスシステムであ
ると言い換えることができると考える．一方で，武道はスポーツ文化の中で展開されている中
で，武道の定義には，競技性を謳う文言はない． 
 

表 2-1 武道の定義と理念（日本武道館） 
 

武道の定義 武道は，武士道の伝統に由来する日本で体系化された武技の修錬による心技
一如の運動文化で，心技体を一体として鍛え，人格を磨き，道徳心を高め，
礼節を尊重する態度を養う，人間形成の道であり，柔道，剣道，弓道，相
撲，空手道，合気道，少林寺拳法，なぎなた，銃剣道の総称を言う． 
                                                                    平成二十六年二月一日制定 
https://www.nipponbudokan.or.jp/shinkoujigyou/teigi 

武道の理念 武道は，武士道の伝統に由来する我が国で体系化された武技の修錬による心
技一如の運動文化で，柔道，剣道，弓道，相撲，空手道，合気道，少林寺拳
法，なぎなた，銃剣道を修錬して心技体を一体として鍛え，人格を磨き，道
徳心を高め，礼節を尊重する態度を養う，国家，社会の平和と繁栄に寄与す
る人間形成の道である． 
                                                                     平成二十年十月十日制定 
https://www.nipponbudokan.or.jp/shinkoujigyou/rinen 

 
武道の振興，普及のために 1972 年に設立された日本武道協議会に属する各武道団体におけるそ
の理念（表 2-2）にあたるものを見てみると，いずれも修練によって人格形成を促す目的を持
っていることがわかる．礼節を重んじ，切磋琢磨することはどの武道にも共通した姿勢である
ことがわかる．全日本合気道連盟のように初めから競技は行わないと謳っている団体もあれば，
全日本剣道連盟競技のように競技は肯定しつつも，それが目的ではないと表明している．また，
全日本空手道連盟のように競技において勝ち負けにはこだわらないと言っている組織もある． 
 

https://www.nipponbudokan.or.jp/
https://www.nipponbudokan.or.jp/shinkoujigyou/teigi
https://www.nipponbudokan.or.jp/shinkoujigyou/rinen
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表 2-2 各武道団体における理念 
 

武道団体 理念またはそれに準じるもの 
全日本剣道連盟 剣道は剣の理法の修錬による人間形成の道である．剣道は剣道具を着用

し竹刀を用いて一対一で打突しあう運動競技種目とみられますが，稽古
を続けることによって心身を鍛錬し人間形成を目指す「武道」です． 

全日本柔道連盟 
 

嘉納治五郎師範は，柔道修行の目的は，攻撃・防御の練習によって身体
を鍛練して強健にし，精神の修養につとめて人格の完成をはかり，社会
に貢献することであると示されています．（講道館ホームページより） 

全日本弓道連盟 
 

弓道の心：弓道は，人生そのものに喩えられます．誰しもが，最初は技
術を磨き，上達することを目指します．しかし，上達するにつれて，技
術を学ぶだけではなく，自己の人格を磨くことが必要だと気づくように
なるのです．このような気づきは，弓道だけではなく，人生のあらゆる
局面で起こることではないでしょうか．心と技を一体とし，内面の価値
を高め，人生を深く豊かなものにするために，弓道は高い指標「真・
善・美」を掲げています． 

全日本合気道連盟 
 

合気道は相手といたずらに強弱を競いません．入身と転換の体捌きと呼
吸力から生まれる技によって，お互いに切磋琢磨し合って稽古を積み重
ね，心身の錬成を図るのを目的としています．また，合気道は他人と優
劣を競うことをしないため，試合や競技を行いません． 

全日本空手 道連盟
空手道憲章より 
 

第一条（目的） 
空手道は，日々の心身の練磨を通じて強靭な身体を鍛え，人格を陶冶
し，心身ともに有為な人物を育成することを目的とする． 
第二条（心構え） 
空手道の修行を志す者は，空手道の品位と威厳を保つため，礼節，正義
感，道徳心，克己，勇気からなる資質（倫理的規範）の涵養に努めなけ
ればならない． 
第三条（稽古） 
稽古に当たっては，「礼に始まり礼に終わる」の教えに従い，基本を重視
し，技の習熟に応じた心技体の融和を求めて修練する． 
第四条（競技） 
競技や演武に臨んでは，平素練磨した心技体の成果を遺憾なく発揮す
る．組手競技においては安全に留意し，ルールを遵守し，勝敗にのみ固
執することなく，常に節度有る態度を堅持する． 
第五条（稽古場） 
稽古場（道場，体育館等）は，心身の修養の場であることを忘れず，礼
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儀作法を守り，厳正な規律を維持するとともに，静粛・清潔・安全な環
境の維持に努める． 
第六条（指導・普及） 
指導者は，常に高い倫理観をもって人格を磨くとともに，技術の研究・
心身の練磨に励み，常に指導者に相応しい人格者で，社会から尊敬され
る人でなければならない．また，指導に当たっては，指導者と指導を受
ける者が敬愛の情に溢れる節度ある師弟関係を構築するとともに，厳し
い修行と安全管理の調和に努めなければならない．普及に当たっては，
性別，年齢や障がいの有無にかかわらず，技術主体の普及に偏ることな
く，自己責任やフェアプレーの精神を身につけ，他人に対する思いやり
と優しさを持ち，常に社会のルール（規範）を遵守し，高い倫理観を身
につけ，社会から尊敬される人材の育成に努める． 

 
「術」から「道」へ 
 
古来戦闘の技術として武術と呼ばれてきたものを「術」を「道」に変えて，武道と呼ぶように
なったのは，一般的に見て嘉納治五郎が柔術を柔道と呼んだのが最初である．柔術は根本とな
る道を教えるもので，術はその応用であると言っている．嘉納治五郎は，講道館発行の『作
興』という冊子に，昭和二年一月に連載が始まった「柔道家としての嘉納治五郎」というシリ
ーズで，「柔術」から「柔道」へ，と題してこう述べている． 
 

「よく考えてみると，柔術とはいうものの，実際根本となる道があって，
術はむしろその応用であるのだ．故に，まず教うるに道をもってし，しこ
うして応用の術もあわせ教うるが適当であろう．・・中略・・そもそも自分
が柔道を称え出したのは，ただ生花を花道といいなすがごとき類とは撰を
異にして，広くかつ深い意味を有しているのである．故に，我が教うる柔
道は，在来の柔術とくらべて一段と相違せるものを授けたのである．故に
この柔道を教授する教育所を講道館と命名した．そのわけは，決して単な
る武術を教うる場所ではないということを明らかにするためである．もし
単に武術の道場と言うならば，練武館，講武館，または尚武館などといっ
たであろう．ことさらにこれを避けて講道館と言ったのは，道は根本で術
はその応用として授けることを明らかにするの意である．この考えをもっ
て，明治十五年五月に，講道館を下谷の北稲荷町永昌寺において創始した
のである．」(大滝, 1972 p51,52) 

 
明治期には，知育・徳育・体育の三位一体の教育が謳われ，「術」から「道」になった武道は学
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校教育や町の道場で普及していったが，第二次大戦後，武道は日本の国威向上，軍国主義を後
押ししたものとして，連合軍の GHQ に禁止された．それを時の教育者たちが運動して取り戻
した経緯がある． 
 
ビジネス化する武道 
 
武道は行政においてもスポーツの一端と数えられ，柔道は 1964 年の東京オリンピックから正
式種目となり，空手もまた東京 2020 のオリンピックでは参加種目となった．しかし，オリン
ピックは 1974 年のロサンジェルス大会あたりから，商業主義化し，柔道も JUDO というスポ
ーツへ変化し，ある意味，武道の精神が圧迫されていった．さらに，時間を同じくする 1970
年代頃から始まった格闘技ブームで，武道はスポーツの域を出て，ますますビジネス化，興行
化してゆく． 
 
「道」からはかけ離れていく武道に見えるが，一方で，ビジネス化，興行化は武道をマーケテ
ィングの領域に押し出したと言える． しかし，このビジネスモデルは，参加者は観戦者であ
り，実践者ではなく，武道は参加者の体験，実践を通じたサービス交換にはならなかった可能
性がある． 
 
スポーツビジネスと武道ツーリズム 
 
近年，スポーツビジネスという言葉が聞かれるようになった．1993 年に発足した J リーグの展
開は，地域密着型のモデルとしてその先駆けであった．日本において，「スポーツマネジメン
ト」，「スポーツマーケティング」という分野は発展の初期にあると言えるが，国家や地域経済
を活性化させる力を秘めていると考えられるスポーツ(永田, 2011)をサービスビジネスのコンテ
ンツとしてどう扱っていくかは，これからの課題である．しかし，ここで考えられているコン
テンツのほとんどは，スポーツをする選手と，それを観るあるいは支える観客との関係から生
まれるものであり，顧客がスポーツを実践する参加型のモデルは少ない． 
 
山口 ( 2017)は，日本の目に見えない資源は頭脳とストーリー，世界観，美意識であると言っ
ている．日本にはアニメーション，マンガをはじめ，世界に広く普及し，いわゆるコンテンツ
ビジネスとして成功している文化的なファクターが多く存在する．さらに，日本の伝統的な文
化は世界的に注目を集めることは周知のことである． 武道も茶道，華道，書道などの伝統的な
芸道といわれるものの中のひとつと数えられ，サービスビジネスとして，特にインバウンドの
観光客に対して，その目的となるコンテンツとして取り上げられている．武道ツーリズムであ
る．スポーツビジネスの中にもスポーツツーリズムという枠組みはあるが，この武道ツーリズ
ムは，身体運動に日本の伝統文化という特徴が加わることで，他のスポーツビジネスとは一線
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を画すと考えられる． 
 
実際に，海外からの高い関心を背景に 2018 年 3 月にスポーツ庁は「武道ツーリズム」を取り組
みのテーマに掲げた. インバウンドの観光客の目的を武道体験，聖地巡礼などに充てる観光サー
ビスである．以来，先駆的に沖縄県が沖縄空手ツーリズムを推進し，年間に一万人もの参加者
を集め，金沢版武道ツーリズム，宮城県武道ツーリズム，九州全域 SAMURAI ツーリズムなど
が続いている(横田, 2021)．武道は観光というサービスのなかで新たな方向性を見出していると
示唆される． 
 
しかし，武術から人の「道」に変わった武道の本質そのものをサービスと考えて提供している
組織の報告は少ない．武道はその定義より，体系化された武技の修錬によって人間形成という
人間の成長の機会を提供するサービスであると言い換えることができるが，武道ツーリズムの
ようなビジネスとしてのサービスシステムではなく，道場の中で行われている参加者の実践に
目を向けたサービスシステムとしての武道の考察は，既存研究では十分ではない．本研究はそ
のことについて探求できると考える． 
 

2.2  ウェルビーイング 

 

2.2.1  主観的ウェルビーイングとエウダイモニック・ウェルビーイング 

 
サービスシステムのアクターらは，相互作用を通じて自らのウェルビーイング形成に貢献して
いる(Anderson et al., 2013; Ekman et al., 2016; Koskela-Huotari & Vargo, 2016). ここで，ウェル
ビーイングとは the state of being happy, healthy, or prosperous（Merriam-Webster Dictionary）
と定義される． 
 
ウェルビーイングの研究には二つの異なる理論的アプローチがある．快楽，楽しみ，満足に関
係する幸福実現時の感情で計るヘドニック・アプローチと，人間としての成長, 社会への影響へ
の機能および潜在能力の実現に関係するエウダイモニック・アプローチである．前者は，主観
的ウェルビーイングと呼ばれ，認知的側面である仕事，経済状態，人間関係，健康などの生活
領域における満足度と共に，感情的側面であるポジティブな感情とネガティブな感情の多寡と
いった，いわゆる快楽的な感情の度合いの要素を含む．一方で，後者はエウダイモニック・ウ
ェルビーイングであり，心理的ウェルビーイングとも呼ばれ，アリストテレスが行為によって
達成されるあらゆる善きもののうちで最高のもので自足的・充足的なものであると定義した
「幸福（eudaimonia）」(Irwin, 1999)，すなわち，「善く生きる人生」で最高である善を獲得す

http://www.britannica.com/topic/Merriam-Webster-dictionary
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る研究をそのルーツとして，個人のウェルビーイングという私的な領域と，能力，自由，機会
という公的な問題との間に橋を架けている(Keyes, 2006; Huppert et al., 2009,p303)．言い換え
れば，潜在的な可能性の実現を図り，よく生きること，良い人生を送るために正しい目的を追
求すること，そして真の自己を実現することに焦点を当てていて，それは個人の社会構造的文
脈の中で形成されるのである(Ryff & Singer, 2008; Tikkanen, 2020)．これは，人間の生き方や
生きがいを探求する人格成長の概念と言える(Deci & Ryan, 2008; Ryff & Singer, 1996, 2008)． 
 
エウダイモニック・ウェルビーイングの評価項目として，Ryff(1989)は，このエウダイモニッ
クな観点から，エウダイモニック・ウェルビーイングを次の 6 つの要素から構成した．すなわ
ち，1）自己受容，2）環境支配，3）人生における目的の創造，４）良い人間関係，5）自己の
成長が望めること，6）探究心/自律性があることである．Ryan と Deci (2000, 2001)は，日常
生活における最適な体験と幸福に関して，有能感，自律性（環境を支配できることも含む），ポ
ジティブな人間関係という３つの基本的な心理的欲求が決定的に重要であるという見解を支持
している．人々が属する社会的文脈が基本的なこの心理的欲求に応えてくれるなら，積極的で
同化的，かつ統合的な性質が上昇するための適切な発達の機会を提供することになる(Ryan and 
Deci, 2000 p76)とも報告されている．また Seligman(2002) は，幸福を快楽，関与，意味の組み
合わせと定義付けている．こうした，いわゆる幸福の定義には論争があり，様々な指標も展開
され未解決である．特に異文化間研究において問題が提起されてる(Ryan & Deci, 2001)． 
 
主観的ウェルビーイングの豊かさは，良い社会と良い人生の必要条件であるが，十分条件には
ならない(Diener, Oishi and Lucas, 2003 p405)．OECD は，『主観的ウェルビーイングの評価
について（Guidelines on Measuring Subjective Well-being）』(OECD, 2013 p29)の中で，ウェ
ルビーイングの評価は，主観的と言われてきた側面と心理的側面と言われてきた側面, すなわ
ち，生活の評価，感情の評価，潜在能力の発揮の評価を同時に観察することを，改めて広義の
主観的ウェルビーイングの評価として定義している．このように，主観的ウェルビーイングと
エウダイモニック・ウェルビーイングは，何を対象に，またどのような観点から観るのかによ
り，必要となるファクターが違うことがあるが，それを越えたところに本来のエウダイモニア
があると考えて，本論文は進められる． 
 

2.2.2  フロネシスとエウダイモニア 

 
前項で，主観的ウェルビーイングとエウダイモニック・ウェルビーイングについてレヴューを
してきた．いずれもエウダイモニアを考えるうえで重要なファクターであった．それでは，実
際にエウダイモニアとはどのような概念なのか，以下に述べる．  
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アリストテレスは『ニコマコス倫理学』の冒頭で，「あらゆる技術，あらゆる研究，同様にあら
ゆる行為も，選択も，すべてみな何らかの善を目指していると思われる．それゆえ，善とはあ
らゆるものが目指すもの」と明言している（第一巻 人生の目的 第一章 目的の階層）(朴, 2002 
p4). アリストテレスは，行為によって達成されるあらゆる善きものの中で最高のもので，自足
的・充足的なものが，「良く生きること」であり「幸福であること」すなわち，最高善，エウダ
イモニアであるとした(Irwin, 1999; 朴, 2002)．アリストテレスはこのエウダイモニアに対して
二つの定義をしている．一つは「エウダイモニアは人間の徳に基づく魂の活動」であり，もう
一つは「思考に基づく観照活動」である(菅, 2007)．徳とは何か．それは「人々の様々な魂の状
態のうち賞賛に値するものを徳と呼んでいる」(朴, 2002 p54)．そして，「性格における徳」は，
善き人になるための行為の習慣によって獲得されるものである．魂の中で起こってることは３
つあり，快苦を伴う感情である「情念」，それを受け入れる感受性としての「能力」，そして，
様々な情念に対して我々が取り得る「状態」であり，徳とはこの情念でも能力でもなく，情念
や行為に対して正しい仕方で対応し，人間を善きものにするために，その潜在能力を発揮させ
るための状態であるとされる．この状態は，対応する事柄との関係性において，過剰でも不足
でもない「中庸（中間の概念）」であると(朴, 2002)語られている．ここでアリストテレスは徳
を次のように説明している． 

情念や行為には超過と不足，中間ということが認められている．たとえば
恐れること，自信のあること，欲すること，怒ること，憐れむこと，一般
に快楽を覚えたり，苦痛を感じたりすることは，多すぎることや少なすぎ
ることが認められるのであって，どちらの場合も良くないのである．けれ
ども，しかるべき時に，しかるべきものについて，しかるべき人々に対し
て，しかるべきことのために，しかるべき仕方でこうした情念を感じるこ
とは，中間の最善の状態によるのであり，これこそまさに徳の固有のもの
なのである．同様にまた，行為に関しても超過と不足，中間が見られるの
である．徳は情念と行為にかかわっており，情念と行為における超過と不
足は誤っているけれども，中間は賞賛され，正しい在り方をしているので
ある．しかるに，賞賛と正しいあり方のどちらも徳にふさわしい事柄なの
である．こうして，徳とは，中間をねらうものである以上，ある種の「中
庸」なのである（第二巻 性格の徳と中庸説 第六章 徳の定義，および中庸の
意味）(朴, 2002 p73). 

 
時と場合に応じて，情念や行為に「中庸」の状態で対応することが徳の性質なのである． アリ
ストテレスは具体的な情念や行為のファクターを挙げて，「中庸」な状態が何かを示している
（表 2-3）. 感情面で恐れや自信，快楽や苦痛といったことを感じる場面では勇気を持つこと．
金銭授受の行為においては，金銭に固執しない．また名誉欲に対しては，高邁，自尊の態度．
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人間関係においては誠実さ，機知，そして親愛や友愛の気持ちを持つこと．これらが「中庸」
の状態であると語っている． 
 
 
               表 2-3   性格的徳の一覧 
 

   超過 中庸 不足 
１ 感情 恐れ/自信 臆病/無謀 勇気 無謀/臆病 

2 快楽/苦痛 放埓/無感覚 勇気 無感覚/放埓 
3 怒り 癇癪 温厚 意気地のなさ 
4 恥 内気 慎み深さ 破廉恥 
5 行為 金銭授与/ 

受取 
浪費/ 
偏狭（けち） 

寛厚 
（気前の良さ） 

偏狭（けち）/ 
浪費 

6 大きな名誉欲 虚栄 高邁/自尊 自己卑下 
7 小さな名誉欲 野心 高邁/自尊 無気力 
8 人間関係 自己の真実を語る 自慢 誠実 自己卑下 
9 娯楽的快を与える 悪ふざけ 機知 粗野 

10 生活に快を与える 卑屈 親愛/友愛 拗ねる 
       堀田(1975 p159)，朴(2002 p77)による表をベースに筆者が作表 
 
一方で，アリストテレスは，知識を三つに分類した．すなわち，不変の真理であるエピステー
メ（episteme) ，実践のための技術であるテクネ（techne) ，そしてこの二つのどちらでもなく
善を獲得するための賢慮，すなわちフロネシス（phronesis)である (朴, 2002)．フロネシスは物
事や状況に個別に具体的に熟慮し対応することで，道徳的な方向へ導く賢明な決定をする知識
である(Eisner, 2002)．アリストテレスは，人間の機能はこの「思慮（フロネシス）」および
「性格における徳」に基づいて果たされるとし，なぜならば，徳は目標を正しいものにし，フ
ロネシスはその目標のためにものごとを正しいもものにする実践知であるからだとした．つま
り，フロネシスは最高善であるエウダイモニアという目標を実現させるために最善の判断と行
為ができる能力そのもののことである．そして，それを行使できる人を「思慮ある人（フロニ
モス）」と呼んでいる(朴, 2002) ． 
 
経営学の文脈においてもリーダーシップ論としてフロネシスの重要性が謳われ，組織において，
自己充足的な価値である「善」の判断基準の軸を持って実践的知恵を駆使するフロニモス，す
なわちフロネティック・リーダーの必要性が提案されてきた(野中, 2007)．その必要な要素は次
のように提示されている．1）善悪の判断能力を持つ 2）場をタイムリーに創発させる能力 
3）個別の本質を洞察する能力 ４）本質を表現する能力 ５）本質を共通善に向かって実現
する政治力 ６）賢慮を育成する能力である．これはトップマネジメントだけが持つべき資質
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ではなく，企業のどの組織，どのレベルにおいても，そのメンバーがそれぞれの立場，状況で
必要な資質であり，各職域，職位ですべてのメンバーが持つべき資質である(野中 et al., 2010)
とされる．しかし，これは，事業活動を行う営利組織をベースにした考えであり，非営利組織
での適用についての報告は少ない． 

また，エウダイモニアは真の可能性の実現(Ryff, 1989)であり，どのように生きるかや，人間の
生きがいを理解する上で重要である(Deci & Ryan, 2008)．それは，具体的なある活動に完全に
従 事 し ，「 真 の 自 己 」 を 認 識 し ， そ れ に 従 っ て 生 き る こ と を 求 め る 認 知 的 な 感 情 状 態
(Waterman, 1990)で，そのポテンシャリティの向上に必要なものは，個人の卓越性，すなわち
明確な自己効力感，確固とした目標，自己主張の実践，ポジティブな評価等(Waterman, 1993)
で，オーセンティック・リーダーシップ(Gardner et al., 2005; Ilies et al., 2005)の発生に寄与す
る要素に共通するものがある．また，人生の長期的な目標と短期的な日常目標を統合している
人は，エウダイモニックな幸福度が高い(Bauer et al., 2008)と報告されている．武道の修練では，
技を覚える，使えるようになることが短期的目標であり，一方で，継続修練で人格を陶冶して
ゆく長期的目標もある．これは自分の人生をどのようにデザインしていくかということでもあ
る．本論文では，武道修練の場である道場が，サービス交換の結果として，エウダイモニアを
発生させる場として機能する可能性について検証する． 

 

2.2.3  武道におけるウェルビーイング 

 
スティーブ・ジョブズが禅を実践していたことはよく知られている．世界的にブームになって
いる「マインドフルネス」は，意識的な注意と気づきが積極的に培われる禅などの伝統に根ざ
すもので，実際に禅の修行者の調査から修行によって培われることが示唆されていて，マイン
ドフルネスのトレーニングとウェルビーイング形成との関連が多く議論されている(Brown & 
Ryan, 2003)．日和 (2018) は, マインドフルネスを「自らが意図した方向に注意が向けられ，そ
れに伴う自らの体験に気づいている状態」と定義し，瞑想による注意制御や身体感覚の観察力
の訓練が，心と身体双方を変容させ得るとして，神経科学の文脈からマインドフルネスをウェ
ルビーイング促進の手段の一つとして取り上げている． 
 
弓道を通じて禅を世界に紹介したヘリゲル(1979)は，弓道の昇段審査で，師から次のように言
われたと言う． 

その際肝心なのは，単にあなた方の技量をやってみせることではありませ
ん．むしろ射手の精神状態が，人目につかぬ程の挙動に至るまで，ずっと
高く評価されることです．とにかく私はあなた方が，見物人の居ることに
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よって惑わされず，全く無頓着になって，従来通り全く吾々だけしかいな
いように礼法を行えるよう，特に期待します．(ヘリゲル, 1979 p157,158) 

福島(1998)は，禅は無の宗教であり，悟りの宗教であると説いている．無になる体験とは，自
他，善悪などの二元的対立から解放され二元を越えてひとつになる体験だとし，エゴを捨て無
の自己になるとき真実の人となる，すなわち無心の悟りが起こると言っている．禅僧の沢庵宗
彭（生 1573-没 1646）の『不動智神妙録』に見られる「剣禅一如」(池田, 1976)という言葉は，
剣と禅の道の共通点である「無心」を捉えて「一如」と称している(笠井, 2010)．武士の本分を
果たすにはいのちの根源を明らかにしなければならないため，生死を越えた世界に到達する必
要があることから，剣道は剣の上の禅であると言われてきた(大森, 1974 p8)．「有限の中にあっ
て無限なるものと合一し，あらゆる瞬間に永遠であること」は，宗教を問わずその本質という
点でほぼ一致していると考えられる．宗教の目的達成のために，方法論として祈祷型と禅定型
があり，前者は個（修行者）の外部に全（神）があるものとし，後者は個即全という立場を取
る．後者に属する禅とは，真実の自己に目覚め，真実の自己をしっかり掴むことであり，さら
にその真実の自己を日常生活に十分に活かし，世の中全体を浄化しつつ，人間としての本当の
生き方をしてゆく実践と言える．禅定型は，修行によって本来自分が全であることを体験，実
証するもので，その実修に関する指導，解説，日常生活への規範の提示が必要となる(大森, 
1975 p12-15)． 
 
武道は禅と親和性があり，一つの道を進みゆく，書道，茶道と同じく「道」という概念を持つ
伝統文化であると共に，禅のマインドフルネスからウェルビーイングに通じるものを持ってい
る．今日の武道では実際に稽古の際に座禅や黙想の時間を設けていることが一般的である．し
かし，武道修練における座禅等の禅由来の稽古は修練の一部であり，それによってのみウェル
ビーイングが形成されるわけではない．また，禅そのものには，目標がなく無になることとい
う形而上の目的はあるものの，考え方や座り方の指導所はあっても，修養者のだれもが修養を
継続してゆく誘因となるシステムや仕組みは存在しない．  
 
2022 年 3 月 25 日，文部科学省はスポーツ庁を通じて，第三期スポーツ基本計画
（https://www.mext.go.jp/sports/content/000021299_20220316_3.pdf）を発表した．その内容
は第二期の成果を総括すると共に，同期間内に開催された東京 2020 オリンピックのレガシー
を継承し，さらに新たな視点を追加するものであった．前期の，人口減少・高齢化の進行，地
域間格差の広がり，ＤＸなど急速な技術革新，ライフスタイルの変化，持続可能な社会や共生
社会への移行等の社会の変化を通じて改めて確認された「楽しさ」「喜び」「自発性」に基づき
行われる本質的な『スポーツそのものが有する価値』（Well-being）に基づいた施策の構築であ
る．このスポーツ基本計画においてウェルビーイングという言葉が使われだしているが，具体
的にどのような形で，ウェルビーイングが形成されていくのかは，計画がその緒に就いたばか
りであり未知数である． 

https://www.mext.go.jp/sports/content/000021299_20220316_3.pdf
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人間の positive な心理要素の醸成には人間の身体運動が貢献するところも大きい(Gill et al., 
2013; M. E. Seligman & Csikszentmihalyi, 2000; Vuillemin et al., 2005)．身体運動を伴うスポー
ツ研究の文脈では，スポーツは自尊心や気分高揚を誘発し，身体的・精神的に有益(Gratton, 
2004; Wheatley & Bickerton, 2017)とされ，そのポジティブな体験は適切なライフバランスや幸
福感に影響することが示されている(Downward & Rasciute, 2011; Lundqvist, 2011; Wheatley & 
Bickerton, 2017)．一方で，身体活動を伴う武道の研究では，勝敗に対する心身の反応
(Salvador, 2005) や，競技能力の向上(Bu et al., 2010)，青少年の発育，教育に与える影響
(Fukuda et al., 2011)についての報告があるとされている．一部の先駆的研究に，教育現場での
武道修練による心理社会的介入が青少年の自己調節能力を高め，ウェルビーイングを向上させ
るという研究(Greco et al., 2019; Lakes & Hoyt, 2004)があるが，武道という価値創造プロセス
において，どのようにアクターのウェルビーイングを形成しているのかについては十分に研究
されていない(Macarie & Roberts, 2010)．本論文では，武道を通じたウェルビーイン形成につ
いて掘り下げてゆく． 
 

2.3  ウェルビーイング志向の価値共創 

2.3.1  価値創造とウェルビーイング 

 
Rokeach(1973)によれば，価値観は機能的に統合された認知的体系をなし，目的や行動を
いくつかの選択肢のなかで望ましいと考える信念と定義することができる．中心的な信念
とその周りに機能的に形成されている信念，態度，価値がある．価値にはパーソナリティ
の一要素となる個人的価値と，社会規範，行動様式や制度として残る，社会的価値がある．
こうした仮説を背景に，人間が求める望ましい究極のあり方を示す「最終価値（terminal 
value）」と，最終価値に到達するために必要な状態を示す「手段価値（instrumental value）」 
の２つが設定された．しかし，ロケーチの掲げた価値のファクターが，価値観の領域をど
の 程 度 包 括 的 か つ 代 表 的 に カ バ ー し て い る か は ほ と ん ど 検 証 さ れ て い な か っ た
(Braithwaite & Law, 1985)．それに対し，最終価値の獲得手段や関係性を考慮した
Schwartz & Bilsky (1987)は，価値が個人の行動の目 標であると同時に，どのような状況に
おいても 個人の行動の根底にある，一貫した概念であると考えた． 
 
マインドフルネスが高い人ほど，内的経験に気づき，自分の行動に気を配っている傾向が
あるが，価値観に基づく行動は，マインドフルネスよりもウェルビーイングに対して強い
予測因子であるとされる(Christie et al., 2017).  一時的に価値観を変えるような出来事があ
っても，通常の生活が長くなり，自分の価値観を顧みなくなると，元の価値観が知覚や行
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動に影響を与えるように作用し続ける可能性がある．時間の経過とともに価値観がどのよ
うに変化するか，また，その背景にあるメカニズムについて，体系的な分析がほとんど行
われていない(Bardi & Goodwin, 2011). 組織と価値観の文脈では，組織が宣言する価値観
と，従業員の行動や態度の指針となる価値観が広く共有され，社会経済環境にプラスの貢
献することが，組織のサステナビリティを達成するためには必要であり，その前提には，
ポジティブな人間の潜在能力が求められるが，それを扱った研究は少ない(Farcane et al., 
2019)．スポーツでの行動の決定における達成動機の役割はすでによく認知されているが，
スポーツにおける道徳的態度に影響を及ぼす介在変数になっていると思われる価値観の役
割についてはまだ十分ではない(Lee et al., 2008)．武道においては，その原理と哲学の内面
化が，価値観の階層において道徳的価値観を基本的な位置に置くとされ，それには価値観
の体系を教える指導者が重要な役割を持つ(Kostorz et al., 2017)と指摘されているが，それ
が機能して，継続されいる組織の事例の報告は少ない. 
 

2.3.2  トランスフォーマティブ・サービス・リサーチ 

 
トランスフォーマティブ・サービス・リサーチ(Transformative Service Research) : TSR とは，
サービス主体と消費者間の相互作用によって，両者のウェルビーイング向上のためにアップリ
フティングチェンジや改善をもたらすことを探求するサービス研究(Anderson et al., 2013; 
Anderson & Ostrom, 2015)である．SDL では，マーケティングやマネジメントの文脈に対して
経済活動をサービスとして見るという新たな視点を持ち込んで，価値共創のあらゆる可能性を
視野に入れた(Vargo & Lusch, 2011)が，TSR では，個人や組織のより具体的なヘドニック的，
あるいはエウダイモニック的なウェルビーイングのファクターに踏み込んでいる(Kuppelwieser 
& Finsterwalder, 2016)．TSR はサービスのアウトプットを，必要な人が必要なサービスを受け
ることができるためのアクセス性の向上，サービスの過程で消費者が何らか不利な状況に陥る
可能性としての脆弱性の緩和，幸福や生活の質の向上，公平さの維持，格差の減少に定めてい
る点が特徴である． 
 
サービスは，活動主体の価値観や認識に新たな変化をもたらし，それが当人の活動意欲や潜在
能力(Sen, 1999)を引き出す契機になる経験を含んでいる．サービスワークの研究からは，Nasr 
et al. (2014)および Nasr et al. (2015)は，顧客からの正のフィードバックを得た経験が，サービ
ス従業員の仕事に対する自信や動機の向上に良い影響を与えることを示している．また Sharma 
et al. (2016)は，組織内サービスが，従業員に対して肉体的・心理的な側面だけでなく，感情的
な側面において正の影響を与え，彼らのパフォーマンスを向上させてウェルビーイングを実現
することを示した．これと関連して，企業のウェルネスプログラムの効果(Mirabito & Berry, 
2015)についてもサービス研究として検討が行われている．  



19 
 

このように，TSR はサービスをその参加者に価値共創における相互作用を通じて前向きな変化
をもたらす機会として捉えていることが特徴的である．しかしながら，TSR のそうしたレンズ
は，いわゆるサービスの商業的活動以外の価値共創の場面においては十分に応用されていない．
本論文のテーマに関連するスポーツの文脈においては，スポーツが社会的アイデンティティ形
成を育む可能性(Trussell, 2020)および，エウダイモニックなウェルビーイング形成の可能性
(Kouali et al., 2020)があることが指摘されつつある．そのため，ウェルビーイングを高めるア
スリート支援(Fleischman et al., 2021; Vinet & Zhedanov, 2010)や，関連サービスの提供
(Dickson et al., 2016; Fleischman et al., 2021; Inoue et al., 2020)について注目度が高まっている．
しかしながら，研究対象はプロフェッショナルの競技スポーツに関する諸課題(Oishi & Diener, 
2001)が中心である．空手については，競技者は空手を人生の熱情と認識し，育成過程では
多くの価値観と人格への良い影響を感じているが，その目標はより高いランクを目指した
り権威ある大会で優勝したりすることに充てられていることが多い(Cynarski & Niewczas, 
2019)と指摘されている．このように，必ずしも競技性を伴わないインクルーシブなスポ
ーツのひとつである武道についての研究は，十分になされているとは言えない．  

 

2.3.3  オーセンティック・リーダーシップの交換 

 
リーダーシップは人間関係に埋め込まれた社会的資源の機能 (Day, 2000)と言われ，リーダーと
フォロワーという観点ではなく，すべての役割が独自にダイナミックに貢献し，対人影響力を
生み出す社会的なコミュニティ創造とその意味づけのプロセスとされる(Drath & Palus, 1994) . 
エウダイモニアは，正真の自分として完全に活動に従事するときに発生するが，組織における
エウダイモニック・ウェルビーイングの形成には正真性，すなわちオーセンティシティを発揮
するリーダーシップの形成が重要だと言われている(Gardner et al., 2005; Ilies et al., 2005)．正
真の自分でいるため，すなわちオーセンティック・リーダーシップを発揮できる状態について
4 つファクターが提案されている. 1) 自己認識：ポジティブな自尊心を持って自己認識する  
2) 偏りのない処理：自身に対する情報を過大評価も過小評価もしない偏りのない処理をする 
3)真性行動：回りに惑わされず，打算でもなく，自分の信念に基づいた真正行動をする 4)真
性な関係性志向： 誠実さに価値観を置き，他者とのオープンな真正な関係性を達成に向けて努
力する(Ilies et al., 2005)，である．オーセンティック・リーダーシップの考え方では，リーダ
ーとフォロワー，フォロワーと活動，フォロワー同士の関係性の質と中心性，信頼感は，組織
の目標や哲学への忠誠心，エンゲージメントに影響を与え(Ahamed & Hassan, 2011; Macey & 
Schneider, 2008)，オーセンティック・リーダーシップと持続的なパフォーマンスの関係は，組
織の文化や制度などに影響され，形成される可能性がある(Avolio & Gardner, 2005)とされる．
オーセンティック・リーダーシップの有効性を評価するには，フォロワーのエウダイモニッ
ク・ウェルビーイング形成に対するリーダーの信頼性の効果の重要性が指摘される(Ilies et al., 
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2005)．しかし，武道という文脈において師範（指導者）と弟子（生徒）というリーダーとフ
ォロワー，関係性について，稽古（修練）をサービス交換の実践を通して見た場合，オーセン
ティック・リーダーシップの交換という観点から，そこでどのような価値が交換されているか
についての議論は少なく，本論文ではそこに言及したい． 
 

2.3.4  サービススケープの機能 

 
米国の社会学者 R．オルデンバーグは，サードプレイスの存在を示しながら，物理的な場所が
人々のウェルビーイング形成に貢献していることを示唆した．ファーストプレイスは家庭生活
の場，セカンドプレイスは仕事の場，そしてサードプレイスは本来の自分を感じリラックスで
きる場である(Oldenburg, 1991)．サードプレイスは社会的に中立な場であり，訪れる人たちに
社会的平等を与える場でもある．こうした精神的な安心を与える空間は，さながらよい家庭の
雰囲気に究めて近いものだと示唆されている． 
 
Bitner et al. (1992)は，サービスプロセスを取り巻く物理的・非物理的要素で構成される空間の
ことをサービススケープと定義した．物理的サービススケープ，社会的サービススケープが共
創価値に影響し，顧客満足をもたらす(Al Halbusi et al., 2020)ことが報告されている. 物理的
要素については，サービス空間における心地よい BGM が消費者や販売員の態度をポジティブ
にする(Chebat et al., 2001; Dubé & Morin, 2001)ことを始めとして，物理的環境は人間の感情
や幸福感に影響する(Russell & Mehrabian, 1977)．また，手入れされた植栽，噴水，歩道などが
備わったサービスの場所は個人と社会の幸福度を高め(Rosenbaum et al., 2018)，快適で魅力的
な空間は消費者の購買意欲を高める(Baker et al., 1994; Bora et al., 2018; Rayburn & Voss, 2013) ．
一方，非物理的要素については，他の顧客の存在(Line et al., 2018)や顧客と従業員の社会的相
互作用(Pizam & Tasci, 2019)がサービスの空間への肯定的な感情に影響することが知られてい
る． 

参加者はサービスの場での相互作用経験を通じて，サービススケープに何らかの意味付け行為
をしている(Ballantyne & Nilsson, 2017)．Rosenbaum (2006)は，この行為に着目し，オルデン
バーグのサードプレイスの考え方を基にして，サービス参加者がサービススケープに対して段
階的に形成する知覚の理論を構築した（図 2-1）．アクター同士の継続的相互作用を通じて，サ
ービス空間が（i）自らのニーズを満たす実用的な空間，（ii）仲間とのコミュニケーションニー
ズを満たす集いの空間，（iii）個人的・感情的支援ニーズを満たす家のような空間，と多面的に
参加者に認識されていく．このモデルは場所の意味が，場所のロイヤルティに影響を与えるこ
と(Belk, 1992; Kleine & Baker, 2004)を提示していることが特徴的で，アクターにとってサービ
ススケープに対して，段階的に，実用的な場の価値からの認知ロイヤルティ，コミュニケーシ
ョンにより生じる社会性による集団ロイヤルティ，その場と自分が不可分となる究極のロイヤ
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ルティと，ロイヤルティの変化をたどると示されている． 

 

図 2-1 サードプレイスの関係性モデル(Rosenbaum, 2006) 

言い換えれば，この意味付け行為は空間ではなく自らにも向けられていくと考えられるという
ことである．なぜなら消費者は店舗の環境や人工物との相互作用を，自己の内面と結びつけて
アイデンティティを形成するからである(Belk, 1992; Kleine & Baker, 2004; Milligan, 1998; 
Pelletier & Collier, 2018; Rosenbaum & Massiah, 2011; Williams, 2002; Woodruffe-Burton & 
Wakenshaw, 2011)．例えば，ボランティア活動の参加者は活動の場としてのサービススケープ
に自らの社会的役割を見出し，それが自分自身を表現する材料になる(Mitchell & Clark, 2021; 
Wymer & Samu, 2002)．つまり，サービススケープは参加者が自分自身について考え，認識を
深める場として機能していると言える(Cuba & Hummon, 1993; Ekinci et al., 2013; Rosenbaum 
& Massiah, 2011; Wattanasuwan, 2005)． 

サービススケープでのアクターの行為は，彼らが共有する社会的制度や規範の影響を受ける
(Akaka & Vargo, 2015; Baron et al., 2018; Vargo & Lusch, 2016; Vink et al., 2021)と同時に，社
会的相互作用によって，それらを変更もしている(Bratman, 1993; Cova, 1997; Kjellberg et al., 
2018; Storbacka & Nenonen, 2011; Taillard et al., 2016; Vargo & Lusch, 2011)．例えば Ho & 
Shirahada (2021)は，日々の買い物に不自由する高齢者を対象にした買い物支援サービスの取
組を長期参与観察し，当該サービスのサービススケープでの社会的交換が，契約的規範から利
他的規範を形成し，かつ，各アクターの役割認識を変革するプロセスを見出した．サービスス
ケープにおけるアクター間の継続的相互作用が，場の持つ意味と，資源統合のあり方を変えて
いくのである(Elliott, 1997; Rosenbaum et al., 2017)．このように，サービススケープ上でアク
ターが行う相互作用は，場所への意味付けと共に自分自身への認識を深め，更にそのサービス
スケープで共有されている制度を変化させる可能性を持っている．そうしたアクターのダイナ



22 
 

ミクスは，価値共創プロセスの分析で重要な視点となり，道場というサービススケープで行わ
れる価値創造のプロセスを分析，記述する上で有効であると考えられる．  

2.4  小括 

 
文献レヴューにおいて，本論文の内容と構成に関わる分野を大きく３つに分けて整理した． 

１）サービスシステム  

  武道をサービスシステムとして捉える場合の基本的な考え方を抑え，これまでにあまり言
及されてこなかった非営利組織の事例におけるサービス交換として研究を進める． 

２）ウェルビーイング 

  ウェルビーイングにはいくつかの種類分け，ファクターの相違があるが，その中で，武道
修練においていかにエウダイモニアが獲得されるのかを探求する意味において重要なレヴ
ューとなる． 

３）ウェルビーイング志向の価値共創 

  ウェルビーイング形成にテーマを持つ分野より，本研究の寄って立つ方向性を明らかにし，
研究の示唆を受けるためのレヴューである． 

 
 

第三章 研究１ 誠道塾のフィロソフィーと修練システムの分析 

3.1  方法 

3.1.1  目的 

 
研究１の目的は，誠道塾のフィロソフィーと修練システムの要素を探索し，SRQ1：武道修練
におけるサービス交換の基盤は何であり，それはいかに持続されているのか？に対する回答を
得ることである．この研究目的を達成するために，誠道塾が修練の基盤方針として標榜してい
るクレドとモットーについて，その持つ意味について分析する．そして，塾の基盤方針を実践
する修練システムおよびそれによる期待効果について分析する．この分析を通じて，武道修練
における参加者間のサービス交換の基盤を構成している要素を抽出する．そして，その持続の
背景に何があるかを聞き取り調査により分析する． 
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3.1.2  調査内容 

 
調査は二段階で実施した．第一段階は二次資料の分析である．誠道塾のクレドに集約されてい
るフィロソフィー，それを実現する手段である修練システムについて，表 3-1 の書籍とインタ
ーネット記事を用いて内容を整理した． 
 

表 3-1 二次分析に使用した書籍及び URL 
 

書籍名/記事名/URL 名 著者/URL 発行年 出版社/配信者 
人間空手 中村忠 1988 主婦の友社 
誠道塾空手教本 中村忠 2000 主婦の友社 
「 人 間 空 手 」 Hoyu 
Promenade 第 15 号 pp.6-19 

中村忠 2002 駒場東邦中学校高等学校 
同窓会 邦友会 広報部 

One Day One Lifetime 中村忠 1992 World Seido Karate Organization 

Seido Karate https://seido.com/  ― World Seido Karate Organization 

 
第二段階は誠道塾の創始者であり代表者である中村忠氏への聞き取り調査である．第一の分析
からわかった誠道塾の価値，クレドの意味は，常に参加者である修練者に提示されている．知
識として理解したその価値観を共有される場が道場の機能とすれば，それを自分のものとし，
自分の振る舞いとして発動していくには道場での修練の実践が必要であると考えられる．それ
がどのようになされているのかを探索することで道場におけるサービス交換の要因を分析した． 
 
本研究は文献による調査から収集されたデータと，インタビューにより収集したデータを併用
して探索的に研究していくケース・スタディを用いた．当該の研究方法は，サービス分野にお
いてほとんど手のついていない，修練で起こる事象が把握できていない武道を対象に，現実に
起こっていることに焦点を当てて分析をしてゆく手法として，本研究に適していると考えた(イ
ン & 近藤, 2022)． 
 
中村忠氏への半構造化インタビューには表 3-2 に示す設問を用意した．回答をより深く掘り下
げるためにプロービング・クエスチョンを用いながら，より深い考察を促し，会話の流れに沿
って自由回答形式によって，データを収集した(Creswell & Poth, 2016)．それらをテープ起こし
して，テキスト化し，オープンコーディングを行った．これに補完的に公開情報からのデータ
も含めた．先行研究からは，エウダイモニアを獲得する人間の態度としてフロネシス概念が挙
げられている．誠道塾が掲げるクレドや価値観がフロネシスとどのように関連しているのかに
ついて，インタビューデータを分析することで類似点を抽出した． 

https://seido.com/
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表 3-2 中村忠氏に対する半構造化インタビューの設問 
 

1 空手の修練にはどのような姿勢が大切だと考えますか． 
2 『空手ではなく空手道を教えている』(中村, 1988)という言葉の意味はどのようなものでし

ょうか． 
3 生徒のみならず会長ご自身も成長されていると感じられることが，あればそれはどのよう

なことでしょうか． 
4 ハンディキャップのある方々含めて様々な人たちと一緒に空手をやることで得られるもの

は何でしょうか． 
 
 

3.2  結果 

 

3.2.1  誠道塾のフィロソフィー 

SRQ1 の武道修練におけるサービス交換の基盤は何であり，それはいかに持続されているのか
の回答を得るために，まず，誠道塾の活動を下支えするフィロソフィーはどのようなものであ
るか考察する．創始者中村忠氏の著書によると，誠道塾で掲げられたフィロソフィーはその要
素として次の３種類である．（i）誠は天の道なり，それを誠にするは人の道なり，（ii）力より
も技，技よりも心，（iii）尊敬，愛，従順，である．表 3-3 はそれぞれのフィロソフィーの説明
にあたると考えられる中村忠氏の記述を抽出したものである． 
 

表 3-3 誠道塾のフィロソフィーの要素 
 

フィロソフィー          出版物に見る中村自身の説明 出典 
誠 は 天 の 道 な
り，それを誠に
するは人の道な
り 

誠は天の道なり――誠者天之道也 誠之著人之道也――誠は天の道
なり，これを誠にするは人の道なり．新しい道場を開くにあたり，
私は大学時代から最も好きだった『中庸』の中のこの言葉から名称
をとることにした．――天道の運行はひとつの誤りもない．それ故
に「誠は天の道なり」といえる．しかし，人間は人それぞれに私心
が働き，ついつい天道に背きがちになる．それ故に人はつねに努力
して誠を己の身に具現しなければならない．それが人の道である．
――空手を通して誠の道を見出し，把握できるようにと心に念じ，
私は新しく開く道場を誠道塾と命名した．人間として人に恥じるこ
とのない誠の道を歩んでいく，それが私のめざすところだった．そ
のためには，気持ちの通じる正直な人間といっしょに，お互い協力

1 
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し合いながら，学び合いながら，ともに正しい道を歩み続けられる
ような，そんな組織でなければならなかった．決して大きな組織を
つくる必要はない．流派を名乗ることも会派である必要もなかった. 
そうではなく，寺小屋ではないけれども，小さな組織で本当に気持
ちのいい正しい心をもった人たちといっしょに，ただ誠の道を歩む
ことだけをめざしたかったのだ．誠の道を歩む小さな塾．(中村, 
1988 p181) 

力より技， 
技より心 

もちろん武道である以上, 技とか力とかも大事だけれど,  本当に素晴
らしい強い人間というのは，いかに心のバランスがとれた人かとい
うことだと思うし,  空手はそのための人生修行の手段なのだと思い
ます．(中村, 2002 p7)  

2 

ただ力と技があるだけでは空手家としてアンバランスのそしりを免
れない．空手家にとって最も大切なもの,  それは「豊かな心」．(中
村, 1988 p213) 

1 

空手を習う大半の人にとって大切なのは,  空手道を通して,  いかに自
分の日々の生活をより豊かに,  健全なものにしていけるかというこ
とである．人生を豊かにするためのひとつの手段が空手道なのであ
る．力より技，技より心を私が重視する最大の理由はこれである．
(中村, 1988 p218) 

1 

尊敬，愛，従順 
 

母からの手紙・・中略・・一読した時に,  私ははっとした．ひとつ
ひとつの言葉が響き合って焦点を結び,  明瞭な感動を伴って胸に追
ってきたからだ． 
尊敬,  愛,  従順 -- 私には,  それが家庭生活を営む上でも,  また仕事に
おいても,  社会生活においても,  すべてに通じる大切な意味を含んで
いるように感じられた．尊敬と愛があってこそ，人間には従順な心
が生まれてくる．それは抱擁力といってもいいし,  譲り合う心とい
ってもいい．そのような互いを思いやり,  励まし合う心遣いが,  尊敬
と愛の中から生まれてくることを，この言葉は実に的確に表してい
た．シンプルではあるが,  その響きと順序が,  かけがえのないものの
ように私には思えたのだ．(中村, 1988 pp225,226) 

1 

教えてくれる先生,  仲間,  そして後輩たちの協力があって,  はじめて
強くなれたのであり,  ほかの人への感謝を忘れては自分の本当の姿
を見ることはできない．ハンディキャップを持つ人は,  周りの人の
手助けが必要かもしれない．しかし，健康な人でも,  実は目に見え
ないところで,  多くの人たちに助けられながら生きているのだ．そ
のことを,  空手を通して理解してほしい．そうすれば,  自分より経験
が浅い相手に「尊敬」の念をいだき,  そこからあふれるやさしさが
「愛」そのものになる．そして,  自分を指導してくれるさまざまな
人たち,  両親や先生や先輩への愛は「従順」としてあらわれる．こ

3 
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の謙虚な姿勢が自分のエゴを打ち消すのだ．また,  尊敬,  愛,  従順の
言葉が,  他者だけではなく,  自分自身に向けられたとき,  それは単な
るエゴを超越して,  生きる希望や自信につながってくる． (中村, 
2000 p18) 
お互いに尊敬し合い,  愛し合い,  信じ合い,  育み合ってひとつの輪を
築いていこう．(中村, 1988 p233) 

1 

              出典１: 人間空手, 2: Hoyu Promenade 第 15 号, 3: 誠道塾空手教本 
 
最初に上げた，「誠は天の道なり，それを誠にするは人の道なり」は，中国の儒教の古典で四書
の一つとして知られる『中庸（朱子章区第二十章，第四段，第一小段）』から引用されている．
「中庸」とは字義通り，すなわち過大でも過少でもない状態を良しとする思想である．中村忠
氏はこの言葉を，中庸の思想のエッセンスと考え，誠道塾の設立の根本理念として，その組織
のネーミングの元とした．この言葉を収める『中庸』の該当箇所について，赤塚 (1976,p276)
は次のように訳している．  

誠とは，天が定めてあまねくこの世に行われるべきものとして布いる道で
ある．だから人々が誠を身に備えることは，人としてなさなければならい
道である．（人間について言うと）誠であるということは，ことさらに努力
しないでも道にかない，ことさらに思いめぐらさないでも物事の処理が適
正をうる（つまり），心の欲するままにして自然に道にかなうということで
ある．この誠を十全に備えているものは聖人である．また，聖人にならっ
て，誠を身に備える方法は，物事について最善のことを知って選び取り，
かつそれを固く守って常にわれとわが身につけておくということ，そのこ
とである． 

誠とは最高善であり，それを備えた状態になることは，すなわち聖人のようになることは，人
が目指す道であって，そのためには最高善を学び，自分のものとして身に着けなければならな
いと，解釈できる． 

また，当段の最後に以下の記述がある． 

 

もしも他人は才能が優れておって一度で以上のことができるならば，自分
はこれを百倍する努力を重ねて目的に到達することを図り，他人が十度で
できるならば，自分は千度するように，たくましい気力でつとめるもので
ある．真にこの好学力行の方法をなしおえたあかつきは，たとえ才能の愚
なるものでも必ず明知の人となり，柔弱なものでも必ず強勇の人となっ
て，よく誠を備えるのである．(赤塚, 1976 p227) 
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これは努力次第でだれもが誠を身に着けることができるという意味である．中村忠氏の自伝的
著書「人間空手」においては，「人間として人に恥じることのない誠の道を歩んでいく，それが
私のめざすところだった」(中村, 1988 p181)と記されている．さらに，誠道塾のホームページ
（https://seido.com/）の，About Seido  The Sincere Way of Karatedo では，設立の主旨がこう
述べられている． 

“My purpose in founding Seido Karate was to show what I feel is the true 
essence, the kernel of true karate-do: the training of body, mind, and 
spirit together in order to realize the fullness of human potential.” 

 

私が誠道空手を創設した目的は，人間の可能性を最大限に発揮するため
に，身体，心，精神を共に鍛えるという，私が感じる真の空手道の本質，
核心を示すことでした． 

 
以上より，中村忠氏が創始した誠道塾の根本理念は，「誠を身に着けそれを発揮する，すなわち
潜在能力を最大限に発揮できる人間を育むこと」と示唆される． 

 

中村忠氏はこの理念の基に，自分の空手家として，空手指導者としての体験から，流派のスロ
ーガンを作っている．それが「力よりも技，技よりも心」である．そもそも中村忠氏は，試合
の勝負を重視し，力で押す空手の流派から，自身の信念を持って独立し，誠道塾を立ち上げた．
武道は腕力の強さを誇示するのではなく，バランスの取れた心が大事であり，中村が大切にし
たものは「人生を豊かにする心」であった．さらにモットーとして「尊敬，愛，従順」が掲げ
られている．  

 

これら 3 種の理念，スローガン，モットーはそれぞれが独立したものではなく，これらを総合
したものが，心の在り方を根底にした誠道塾のフィロソフィーであると考えられる．すなわち，
「空手道の目的はそれをライフワークとして誠の道を見出すことである．それは，他人に対す
る尊敬の念と愛情を持ち，自らは謙虚な気持ちを持って従順に振る舞うことでエゴを打ち消し，
自分の日々の生活を豊かなものにし，社会への貢献を実現すること」とまとめられる可能性が
示唆される． 

 
 
 

https://seido.com/
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3.2.2  誠道塾の修練システム 

 
次に誠道塾の修練システム（Discipline System）について考察した．「人間空手」(中村, 1988)
によれば，誠道塾は自らの組織理念を実践するために，次の３つの特徴的なシステムを構築し
ている．それは（１）ベルトシステム，（２）昇段審査，（３）そして道場という場を考えさせ
る指導，である． 
 
（１）の，ベルトシステムとは道着を締める帯の色で熟達度合いを示す，武道に一般的に見ら
れる階級制度である．対象組織では，白帯から始まり，黒帯へ至るまで計 10 段階ある．この色
帯の制度は，かつて中村忠氏が生徒に対するモチベーションアップを図るために考案し，以来
多くの空手の流派が採用している．誠道塾のベルトランクは稽古内容と密接に関係づけられて
いる．具体的には，シラバスが規定され，それぞれの段階に合わせた空手の型や動きを幾つか
のパターンとして学び，それらをマスターして初めて次の段階に行けるように設計されている．
帯毎に自分が何を稽古すればよいのかが明確に示されている．体力が向上し，習得した技が組
手の稽古に用いることができるようになったと判断できるグリーンベルト（四級：最短でも 1
年以上の稽古が必要）以上になって初めて，組手の稽古への参加が許可されると，明確に定め
られている．組手の稽古はマウスピースやファウルカップ（男性の急所を防御する）を含めて，
グローブやヘッドキアなどプロテクターを身に着け，しかも打撃は常にコントロールし，力任
せに相手に当ててはならないというライトコンタクトというルールで行っている．これは，自
分の体を守るという意味合いはもとより，相手を傷つけないという理由に基づいている．こう
して，誠道塾の修練システムは，事故の予防という誠道塾が第一に掲げる「安全性」の確保と
基礎的な稽古の徹底，および生徒の段階的な成長を意図している．  
 
（２）の，昇段審査では，空手の実技審査と筆記試験が課せられる．技が上達した，力がつい
たという身体的な能力の向上は普段の稽古でも把握できる．そのため，昇段審査では主に「空
手の稽古を通じて，どれだけ精神的に強くなり，人間的な成長をしたか」について審査される．
ひとつの具体的な審査方法として，例えば「空手の稽古を通じて日常生活にどんな変化がもた
らされたか？」というようなテーマが出され，エッセイを作成し，それを稽古仲間であるメン
バーの前でプレゼンテーションすることが審査項目に含まれている．空手の稽古について努力
したということのみならず，私生活や仕事の場面で直面した問題に対して自分がどう向き合っ
てきたのかを書くことで自分を顧みることになり，また仲間の前で自分をさらけ出して発表す
るという経験自体が試験となっている．人間として誠道塾から何を学んだかを評価されるので
ある. 
 
（３）は，道場という場はサービス交換が行われている現場である．道場という場を考えさせ



29 
 

る指導をしていることは特に重要であると考えられる．道場については複数の出版物に関連す
る記載がある．それを表 3-4 に示す． 
 

表 3-4 道場の意義 
 

# 道場の意味 説明記載 出典 
1 自己研鑽の

場 
道場とはそもそも人間の修養の場，人を目覚めさせる場である．
こうした神聖な場所をきれいにするのは学ぶ者の義務であり，ま
たその後で使う者に対する礼儀でもある．掃除はその気持ちを具
体的に表す手段である．結局は，それが自分の強さを磨くことに
つながってくる．(中村, 1988) 

１ 

道場とは君達の人生におけて自分を見出す場所であり，自分を鍛
えるところであり，自分を素直に見つめる場である(中村, 2002 
p7) ． 

２ 

2 安心する場/
第二の家 

道場に来ればホッとする．自分の苛立ちや乱れを空手の稽古の中
でワーッとアジャストして，上手に消化させるというか燃焼させ
ていく(中村, 2002 p7) ． 

２ 

生徒はそれぞれ自分の目標を持ってやっています．大事なこと
は，生徒たちが道場を自分のセカンドホーム，第二の家という観
点で思ってくれるように指導していることです．一番いい例が，
911 のテロの際に，門下生達は，心の安らぎを求めるには何がい
いかって，結局皆道場来るんですよ・・中略・・事件の後，かえ
って出席率がよくなってきてるんです．彼らは自分自身にとって
道場がいかに大事な場であるかが，分かったんですね(中村, 
2002 p7) ． 

２ 

3 相互理解の
場 

道場はもっと大きな心で相手とよく理解し合おうという気持ちが
湧いてくる場でなくてはいけない(中村, 2002 p7) ． 

２ 

4 オープンマ
インドにな
れる場 

道場は，ヤーヤーと無機質的な稽古をするただの板敷フロアのロ
フトスペースのようなところではないんです．本当に自分が泣い
たり，笑ったり，人の絆のありがたさを実感できたり，素直な自
分に戻る場所なんです．道場の床を一生懸命磨くということは，
自分をもっと磨かねばいけないんだということをリマインドす
る．自分を叱咤する．そういう場であるんです(中村, 2002 
p7) ． 

２ 

5 道場を出た
ら自分が道
場を持って
いる 

空手を，単に道場の中だけでなく，道場を離れた生活の場で生か
してほしいという私の考えを，具体例を交えて話をするわけだ．
道場の中で気合いを入れたら，そのエネルギーを日々の生活にい
かに還元させるか，それが大切だと私は思う．だから，私は生徒

３ 
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たちにいつも言う．「道場を一歩出たら，あなたが道場を持って
いる」と．どこへ行こうが，道場を出てからも態度や気をゆるめ
ず，毅然とした態度と人への思いやりを忘れないでほしい．自分
が強くなったのも，ほかの人の協力なしにはありえなかったのだ
ということを，肝に銘じてほしい．だから，常に道場の先輩や仲
間，後輩への感謝を忘れないようにしなければいけない．そし
て，道場を一歩出たら，自分を育ててくれた親に対する感謝，社
会への感謝も忘れてはいけない．空手を学ぶことによって，自分
が生きることへの感謝，そして一息もむだにしない生き方を目ざ
すことができたら，それこそが生きた空手だと思う．言ってみれ
ば，誠道塾のベルトシステムや稽古体系は，空手を生かすための
私なりの工夫によって生まれたものである．道場を超え，肉体的
な強さを超え，生きるために誠道塾空手を使ってほしい．それが
私の願いである．(中村, 2000) 

6 生徒達が共
に責任を持
つ場 

私たちは道場と稽古に対して共に決意を持ちます．決意を共有す
ることで，道場を汚さないようにする責任を含め，責任が共有さ
れます．生徒たちは帯の色にかかわらず，稽古後に道場の拭き掃
除をします．この伝統は最も古くからあり，すべての伝統的な道
場で維持されています．機能的であることに加えて，この行動は
私たちのエゴをより小さくする必要性を象徴しています．道場の
外で生徒が何をしているかに関係なく，何かの専門職，学生，芸
術家，それが何であっても，彼らが一緒に稽古する他の仲間と一
緒に道場を掃除します．(Nakamura, 1992) 

４ 

7 コミュニテ
ィと個を育
む場 

道場は，コミュニティと所属意識を育む場所です．これが，他の
身体トレーニングの場所に浸透している孤立した疎外された雰囲
気と武道の違いです．(Nakamura, 1992) 

４ 

8 儀礼的に振
る舞う場 

道場では，いくつかの理由によって，大切な形式的な振る舞い
(儀礼的行為)を守り続けています．1.それは私たちの特別な場所
である誠道塾の厳粛かつ威厳のある雰囲気の創造と維持に貢献し
ます．2.それは私たちの行動がより意識的に，繊細に，注意深く
なることを促します．3.それらは道場にいる個々の人を他と全く
別でユニークな個人として認識し，尊重する方法を私たちに与え
ます．4.それは，道場にいる間，ユニークな個人として，私たち
全員に一つの共通の固定された生き方を与えることによって，私
たちを一つにしてくれます 5.それ自体が学習と成長の一部であ
り，異なる文化と異なる価値観に私たちに教えてくれます
(Nakamura, 1992) 

４ 

出典１: 人間空手, 2: Hoyu Promenade #15, 3: 誠道塾空手教本, 4: One Day One Lifetime 
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これらの分析により，中村忠氏は道場の機能として具体的に次の要素を掲げていることが示唆
された．  
 
1. 自己研鑽の場 ：道場とはそもそも人間の修養の場であり人を目覚めさせる場である． 
2. 安心する場/第二の家：道場は来るとホッとする場である．生徒たちが第二の家のように思う

場である． 
3. 相互理解の場：相手をよく理解する場である． 
4. オープンマインドになれる場：素直な自分に戻り人との絆を感じ，自分を激励する場である． 
5. 道場を出たら自分が道場を持っているという意識の醸成：道場で空手を生活の場で使えるよ

うに日常が道場であるという認識を持つ 
6. 生徒達が共に責任を持つ場 ：修練することを仲間とともに決意し守るべき場 
7. コミュニティと個を育む場  ：コミュニティと所属意識を育む場 
8. 儀礼的に振る舞う場：行動を繊細にして意識を向け，仲間を尊重し，それぞれの違う価値観

を分かち合うために，儀礼である制度に従う場 
 
武道では稽古の仕組みを実践する場として道場という物理的な場がある．しかし誠道塾では，
空手の技を習得する稽古の場を超えて「人間の成長機会の場」という象徴的な場として機能さ
せるように指導している．例えば，道場を掃除するとは，自分を磨くことであると指導してい
る．道場を一歩出たら，親，他人，社会に対する感謝を忘れずに，修練によって造った肉体的
な強さを超えて，生きるために誠道塾の空手を使うことを指導している．  
 

3.2.3  中村忠氏の信念・価値観 

 
二次資料の調査から，フィロソフィーに則り，修練システムを開発し，それを実践する場とし
ての道場があることが示唆された．これらはいずれも中村忠氏の考えと信念によって作り出さ
れたものである．従って，修練システムや稽古の場がなぜ，そしてどのように機能するのかを
知るためには，それを支え，動かし続ける中村忠氏の人格，人間性，信念そのものがいかなる
ものであるかを，探求する必要がある．それは誠道塾で行われるサービス交換の基盤がいかに
構築されたのかを考えるうえで重要である．そこで，中村忠氏にインタビューを行い，情報を
収集し，分析をした．発言データの文末の括弧内の日付はインタビュー実施日である. 
 
分析の結果，誠道塾で行われるサービス交換の実践において，前提としてどのような意識や考
え方を参加者である生徒たちに伝えているのか，大きく４つのカテゴリーに分けられた．1. 誠
道塾のすべての活動のベースである「心」，２. 「自分の道を歩む」ための心構え，3. 修練の実
践に対して持つべき「自分自身の態度」4. 空手道を学ぶ者として持つべき「他者との関係性を
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重んじる」姿勢である．それぞれの意味とファクターについて次に述べる． 

中村忠氏へのインタビューは４回に分けて行われた，データの終わりに括弧に入った数字は，
インタビューの日付である．（yymmdd：180520,180717,190714,190716） 

心 
 
心がすべては，誠道塾のフィロソフィーの底流に流れる考え方で，「心」（表 3-5）を第一に考
えるということが，すべての根幹であるということである．中村忠氏にとって誠道塾の精神的
な共同創立者と言える次兄で医師の中村脩氏は，医療と空手道は同根であると言い，心がすべ
てという考えを中村忠氏と共有している．これが，誠道塾を支えている考えであることが抽出
された． 

表 3-5 心 
 

カテゴリー 意味 Data 
心 心がすべて 会長が自分の親，父親だと思ってそれで道場に来る，生徒も

入れば・・やっぱり心がなきゃできない・・・（190716） 
兄は，すべては心，それがなければ何もならないと言ってい
ます．兄貴は恩人．人のために尽くすして，裏切られること
もあるのだけど，自分が心を尽くしたのだからいいと言う．
医は仁術，お互いに切磋琢磨していこう．極真を離れてこれ
からいろいろあるだろうけど，自分を信じてやっていけよっ
て励ましてくれました (180520) ． 

医療と空手道
は同根 

「自分は医療をやっていく．お前は空手道という道を歩むわ
けだが，両方に通じることは，人の肉体的な健康と，心，精
神的な健康を向上させることなのだから，職業は違うが，根
本的には大事なことは同じなんだ．だからお互いに頑張ろ
う．」と励ましてくれた (180520) ． 

 
自分の道を歩む 
 
自分自身の「道」を造ることが大切である．それには次の要素が必要だと示唆された． 
表 3-6 に示す． 
 
１．信念を持つ：自分が信じる理想の姿を求めて誠心誠意歩むこと． 
２．空手道が人生観を育む：空手道が精神的な面を含む道に通じる人生観を育む． 
３．過程を重視する：すべては道であるが，初めから道があるのではなく，だんだんと成長し
ていけば良い． 
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               表 3-6 自分の道を歩む 
 

カテゴリー 意味 Data 
自分の道を歩む 信念を持つ 自分なりの理念というか自分なりの想いが通じるとうか，

理想の道を歩みたいっていって(極真会を)離れたわけ
(180717)． 
人間がいろいろ面で知識を身につけたり，物事を見たりし
ていく中で，自分の生き方は，人と同じようにする必要は
ないし，ほんとに，自分がそうだって思うことを一歩ず
つ，ジャンプする必要ないし，少しずつでも，自分の道を
築 い て い く こ と が 己 の 道 だ し ， 自 分 の 空 手 だ と 思 う
(190716)． 
道というのは自分で歩み，時には倒れ，歯がゆい思いしな
がら，這いつくばりながら，少しでも前進してゆくよう
な，そういう自分なりの道って言うのが出てくる．極真の
道とか，大山倍達にずっとついていかなくてはいけないと
いう拘り，観念と違ってくると思った．だから誠の道は，
やはり自分が誠心誠意これだって思うこと忠実に歩むこと
で，自分の道って言うのが開けてくる(190716)． 

空手道が人
生観を育む 

沢山の場所が，オポチュニティの場所で教えてるのあるけ
ど，結局，空手を教えるけど空手道教えてないわけよ．そ
れの違いなんだよ(190714)． 
体力的な，そういう身体的なことじゃなくて，精神的に心
の面も含んだ，そういう空手道というものを教えるところ
がほんとに少ないよ．だから，それだけにね，ここを，私
自身はなくしたくないわけ(190714) ． 

過程を重視
する 

最初から道，道，道だけじゃいけないのよ．一つの過程が
あって，だんだんと自分が成長していけばそれでいいわ
け．最初っからっていうのはない．それなりに体力的にい
ろんな指導があって，成長していかなければならないわ
け．だけど，それだけで体力的に技術的に満足して，おれ
は凄いんだなんて思ったら，それこそゼロになっちゃう 
(190714) ． 
やっぱり全ては道だなっていうことだね，空手道にして
も，その一つの空手を学ぶ中で，その空手を修行する中
で，自分の道を，あの，探求しながら，あの練磨しながら
行 く そ の 道 が ， 自 分 の 空 手 道 と い う 道 が で き て く る
(190716)． 
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自分自身の態度 
 
生徒たち自身がどのような態度で修練をするかは，中村忠氏がこれまでの自身の修練の中で実
践してきたことを，指導者として稽古を通して生徒たちに伝授している態度であると考えられ
る．分析により，次の態度，考え方が抽出された．表 3-7 に示す． 
 
１．探求心： 自分の人生を磨くために探求心がなければならない． 
２．勝ち負けの価値観は不要であること  ：強ければいいという概念は自分中心になってしまう． 
３．謙虚さ，そして節度を持つこと：自分に謙虚に，目に見えないものを信じて，節度を持つ

こと． 
４． 継続は力なりということ：「耕心結実」こつこつと心を耕すこと． 
５． 後進へ継承していくこと：感謝の気持ちを持って，恩返しのつもりで後進の指導に当たる

こと． 
６． ポジティブ思考/チャレンジ精神：ポジティブに考えチャレンジすることが大事という 

こと． 
７． オープンマインド：素直になって，オープンマインドになることが大事ということ． 

である． 
 

表 3-7 自分自身の態度 
 

カテゴリー 意味 Data 
自分自身の態度 探求心 勝ったとか負けたとか，そういう経験は，そ

れはそれでいいんだけど，それに留まるって
いうことじゃなくて，自分のその人生の歩み
の中で，何が自分の，自分を磨くために，大
事なものかっていうことをやっぱり探求心っ
ていうのが大事なんだよ(190714)． 
ほんとに大事なものは必ずある，探求心があ
る か な い か で 変 わ っ て く る と 思 う の ね
(190714)． 
自分，己の道というものを追求するわけだ．
人生というのはね，だからその中で，自分の
今いる場所からどういうふうに自分をステッ
プ，歩んでいくかって，探求して，努力し
て，精進していく中で，自分の人生っていう
のはぐーっと，道は出てくる，道が出来てき
てるわけだから(190716)． 
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勝ち負けの価値観は不要 スポーツを中心にものを考えると，結局自分
が中心になっちゃうから，人のことはまず眼
中になくなってくるんだよね(190714)． 
勝敗，勝敗，それで強ければいいっていうそ
の観念というかそういう感覚，非常に人間が
狭 い し ， 何 て い う ん だ ろ う ， 寂 し い し ね
(190714)． 

謙虚さ/節度 誠道塾の空手に出会えた中で，どういう自分
を，自分なりに磨いていくかということを人
として，人間として大事なことかということ
がわかればいい(180520)． 
目に見えない無形，だからその無形のものに
対する，その，何て言うの，真剣に受け取
る，そういう心構えというか心を持つかって
いうことでやっぱり，その人の生き方が変わ
ってくると思うね(190714)． 
ここは堅苦しいかわからないけど，もうトラ
ディショナル空手として，全ていろんな伝統
に対しても，厳しくするし，それで時たま息
苦しこともあるけど，それはそれぞれの自身
の人生の中でやっぱり自分である面では，ピ
シッと節度を以て厳しくして行かなくてはと
いう，一つの，チャンスというかオポチュニ
ティなんだけど，それを受け入るくらいの姿
勢でないと成長しない（190714）． 

継続は力なり 「耕心結実」は，脩先生が私に声を掛けてく
れた言葉なのです．こつこつ自分の心を耕す
という姿勢が，そういう風に続けることが何
かの形が出てくるわけだから，大事な言葉だ
と思っています．それに沿うようにしっかり
努力しようと思っています（180520）． 
今ポスターのデザインとして「継続」ってい
う，ポスターを今作ろうとしているわけよ．
凄 い 継 続 は 力 な り っ て 言 っ て や っ た
（190714）． 

後進への継承 自分が何かこういう場でしてもらえた恩返し
というか，自分の持っている経験を伝えたい
（190714）． 
自分は黒帯になって満足ですというんではな
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くて，こうやって自分がお世話になれたとい
うのも，感謝の気持ちで，少しでも後輩たち
を励ますようなね，そうやっていきたいとい
う，そういう気持ちがね，私もやっててよか
ったなと思うわけ（190714）． 

チャレンジ精神/ポジテ
ィブ思考 

ポジティブに考えていく，それがあったから
今 が あ る ん だ な っ て ， つ く づ く 思 う よ
（180717）． 
私の人生の中でそういう出来事（銃撃）があ
って，それで，それを逆にばねにして，冗談
じゃないよって，みんなもそれで協力して頑
張ってくれた（180717）． 
自分の期待してたのが期待外れになったり，
それが一つのチャレンジというか，修行にな
るんだよね（180717）． 
これから誠道どうなるかわかんないけど，だ
からそれも一つの試練でね，どうなるかわか
んないけど，自分ができることをやっぱり，
こなしていかないと（180717）． 
体験，自分の身体で，自分の時間を費やし
て，それでいろいろ経験を積むっていうこと
とさ，その E-mail だのコンピュータ使って情
報あれして，ああ，そうなの・・って言うの
とね，まるっきり違うからね（190716）． 

オープンマインド 一番大事なことは，自分はもうわかっている
という自我を捨てて，自分はいつでもオープ
ンで，オープンマインドで，オープンアイズ
で，モノを素直に吸収できるという心をね，
備えているように自分にリマインドしなが
ら ， や っ て い か な か っ た ら 成 長 で き な い
（190714）． 
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他者との関係性を重んじる 
 
自分自身に対する意識を確認することは大事であるとする一方で，他者との関係性も重視して
いることが示唆されている．分析により，抽出された要素は次のとおりである．表 3-8 に示す． 
 
1．利他心 ：他人の気持ちに応えるように行動すること． 
2．人との出会いに感謝する：他人のお陰で自分があるということを自覚すること． 
3．絆/相互信頼：絆の深さを感じ，お互いの心の通いがあるっていうことに感謝すること．  
4．インクルーシブ：ハンディキャップがある人と協調すること．誠道が唯一の道ではない 

こと． 
 

表 3-8 他者との関係性を重んじる 
 

カテゴリー 意味 Data 
他者との関
係性を重ん
じる 

利他心 理解して，将来のこと考えて，今，ずっと何十年も続いてい
る生徒たち，そういう気持ちを踏みにじらないように新しい
誠道をつくる（190714）． 

人 と の 出 会 い
に感謝する 

出会いっていうか，お互い大事にし合おうっていう・・中
略・・大事にするっていう気持ちがね，ずーっと継続だよ，
それこそね・・中略・・運命だっていう気持ちで大事にしな
きゃいけない（190716）． 
その出会いから，ブラックベルトに喜びを感じながら，時の
流れの中で育んでいくっていう，お互いそう思ってくれてい
る，俺も思っている，それがね，感じることでさ・・・だか
ら自分が今あるのは，いろんなあのお陰だっていう気持ち
が，常にないと，やっぱり，幸せになれないね．はっきり言
って（190716）． 
ご 縁 は 大 事 だ し ， そ れ を ど う 受 け 止 め る か も 大 事 で す
（180520）． 
自分が期待した以上に幸せな気持ちでいられるということに
感謝しなければならない（180520）． 

絆/相互信頼 絆の深さっていうか・・お互いに愛し合ってるっていうか，
信頼し合っているっていうか・・（190716）． 
全て絆だよ．それが大事かっていうものをいつも実感してい
なくてはダメなんだよ（190714）． 
一瞬一瞬，モーメントモーメント，一日一生，長生きしよう
と思っていてもぽっくり行くときもあるし，どこでどういう
事故に遭うかもわからないし，災難はどこにあるかわからな
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いわけだから，こういうインタビューができること自体も感
謝している．信頼できる人に伝えることができることに感謝
している．電話で話すことができることに幸せを感じている
（180520）． 
こういう目に見えない絆の尊さっていうものをやっぱりね，
痛感する．だから，そういうこと感じられない人は不幸だ
よ．幸せじゃないっていうのはそういうこと感じれないって
いうこと，だからこそ不幸な感じのあれになるわけで，やっ
ぱりね，毎日の誰かとの出会い，誰かとのそのお互いの心の
通いがあるっていうことに感謝する，そういう気持ちがない
とね，結局一日が無駄に終わっちゃう（190716）． 

イ ン ク ル ー シ
ブ 

ほんとに私，心から思ってるけど，ハンディキャップを持っ
ている人の，そういう，姿勢を見た時にね，自分が反省しな
きゃならなかったり，学ばなきゃならないってことがたくさ
んあるって気づかなきゃならないし，少しでもお手伝いした
いっていう気持ちに乗っていかなかったらね，そりゃ人間じ
ゃないと思う．うん．やっぱり，お互いがうまく協和するこ
とだね（190716）． 
全ての人がその平等に，己の空手道というものを己の人生の
道を築くための一つの手懸りになってくれればいいわけで，
誠道空手があったからっていって誠道が全てではないし，誠
道の中でまた別なこの歩みがあっていいわけ（190716）． 
弱者って言う言葉自体もよくないからね（190716）． 

 
外部からの評価 

 

ここで，外部から見た誠道塾に対する評価について付記しておく．組織や個人の評価は所属す
る業界の内外において賛否があるのが自然である．しかし，昨今，情報が溢れるネットワーク
上に誠道塾あるいは中村忠氏へのネガティブな評価は発見できなかった．それが誠道塾の特徴
のひとつであると考えられる．競技重視，あるいは至上主義のフルコンタクト系（直接相手の
体に打撃を与えて勝敗を競う方式）から分かれて創設された誠道塾は，同業界の一端にはいな
いということで，そこからの比較，評価はないとも考えられるが，ネット上の調査でひとつ見
つかった他流派の人からのポジティブな誠道塾の評価の記載例を引用する． 

真面目で温厚で，さらに芯の強い人間性から，先輩・後輩を問わず人望と
信頼を集めていました．その後スターになった極真空手の後輩たちの本で
も，中村会長を悪く書いてある本はありません．空手の実力も然る事なが
ら，道場経営者としても成功しています．あくまで空手道を教えているた
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めに，稽古内容は非常にクラシカルです．よって，「競技として進化してい
くに伴い，技術体系も変化していく」ということは，あまりありません．
ここには年をとってもできる，空手らしい空手が残っています． 

https://sabaki.club/845.html （2023 年２月５日閲覧） 
 
また，もうひとつポジティブな評価の例として，在ニューヨーク日本国総領事館からの在外公
館長表彰発表の記事を引用する． 
 
2016 年 在外公館長表彰 
中村 忠 
世界誠道空手道連盟会長 

在ニューヨーク日本国総領事館は，中村 忠 世界誠道空手道連盟会長に対
し，長年にわたり数多くの米国人に日本の伝統的武道である空手を教える
とともに，米国社会に対する慈善活動に積極的に従事されていることに敬
意を表し在外公館長表彰を行うことといたしました． 

経歴： 

 故大山倍達氏の元に 1953 年に空手を始め，極真会にて最年少の黒帯に輝
く．1961 年には 19 歳で全日本学生空手選手権デビューし勝利．その後極
真会本部の正師範代を務めた後，空手の精神を伝承する人物としてニュー
ヨークに派遣され，1976 年に世界誠道空手道連盟誠道塾を創設．以後，40
年にわたり独自のカリキュラムに則って，性別や年齢を問わず世界中の多
くの人々に誠道塾空手を教えている． 

功績概要： 

１． 米国において，今日ほど日本文化が浸透する以前の 1960 年代より活
動を開始．1976 年ニューヨークに自ら世界誠道空手道連盟誠道塾を創設
し，現在まで 40 年の長きにわたり日本の伝統的武道である空手の普及に努
めている． 

２． 単に技の強さだけを求めるのではなく，人々の生活に入り込み，年
齢，性別，人種，ハンディキャップを越えて，人生を意義深くするために
学び，心・技・体ともにバランス良く高めていく『人間空手』を標榜し，
日本文化の要諦である『礼節』，『思いやり』の精神を体現して日本のイメ
ージアップに寄与した． 

https://sabaki.club/845.html


40 
 

３． 毎年開催されるベネフィット・トーナメントで得られる収益金を，米
国赤十字，NYPD，FDNY，9.11 被害者基金等に献金するなど，米国社会
に対する慈善活動に積極的に従事し，日米間の友好親善促進に貢献してい
る． 

 
在ニューヨーク日本国総領事館 
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/jp/h/consulgeneralscommendation/2016/1/Mr-
Tadashi-Nakamura-jp.html（2023 年２月５日閲覧） 
 

3.2.4  フロネシス/中庸 

 
誠道塾は人間形成を目的としていることが示唆されているが，創始者のフィロソフィーの評価
として，文献レヴューで見たフロネシスのファクターに当たる要素も抽出されている． 近年で
は，ヘドニックとエウダイモニックの両系統の研究で，経済状態，すなわちお金が幸福につな
がる確実な道筋ではなく，貧困には多くのリスクがあるが，豊かさにはほとんどメリットがな
いという研究が示されている(Ryan & Deci, 2001)こともあり，金銭授受の項目には言及しない．
フロネシスは人間の最高善を体現する人間性のファクターであり，中国の『中庸』の根本精神
と同じく，過剰にも不足にもならない中庸の態度がベストであるという考えを基に，場面によ
って持つべき意識，取るべき態度を示している．それらに対して，中村忠氏の発言を分析した
結果，フロネシスに対して中村忠氏の人間性が重なっている部分があることが次のように示唆
された．表 3-9 に示す． 
 

表 3-9 フロネシス/中庸 
 

フロネシスの軸 中庸 Data 
勇敢 恐怖と自信に関

する中庸 
 
（両極：向こう
見ず，臆病） 
 

ガーンって落とされて，それから這い上がっていかな
きゃいけない時の，その自分なりにジレンマとか，焦
りとか，いろんなあるけども，それは一つの人間の生
きる中での修行なんだよね，うん，それは学ぶ一つの
材料を提供してもらっていると思わなきゃ，ほんとい
けないと思う（180717）． 
それも一つの試練で，私にとっては．その試練が，一
つの何て言うの，自分をもっと生かせる，成長しても
らえる．そういうもとに，それこそ変な言い方かもし
れないけど，貴重な体験だったんだね．そのお陰があ

https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/jp/h/consulgeneralscommendation/2016/1/Mr-Tadashi-Nakamura-jp.html
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/jp/h/consulgeneralscommendation/2016/1/Mr-Tadashi-Nakamura-jp.html
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ってこそ，冗談じゃない，日本ともう絶縁だって，俺
は一匹狼でとにかくやっていくんだって，そういう気
持ちが，がーって出たから・・中略・・俺が撃たれて
どうのこうのってこと一切口にするなって・・中
略・・俺はちゃんと出て指導もするし，まあ，しばら
く松葉杖つきながら，やってたけどさ（180717）． 

節制 
 

快楽と苦痛に 
関する中庸 
 
（両極：放埒，
無感覚） 

どんな分野のどんな偉人も，今私が思うのは，やっぱ
り尊敬できる人はそれだけ，超越して，努力して，い
ろんなことをどうのこうのあるけど，一番大事なのは
自分の私生活をピュアなもので何年も努力してきたと
いうことだと思います．人に見えない私生活が神に恥
じることなく，きちっと貫いていけることができる人
は心から尊敬できます．（180520） 

高邁 
 

名誉に関する 
中庸 
 
（両極：虚栄，
卑下） 

空手を稽古することによって，自我を殺し，視野を広
げ，どんなに恵まれない環境にいても自分を卑下する
ことも悲観することもなく，逆に，どんなに恵まれた
環境にいても傲慢になることなく，自分を育ててくれ
た人々や社会に感謝し，豊かに人生を送れる．空手と
は，まさに人生の肥やしである(中村, 2000)（誠道塾
空手教本）． 
ここまできたのおめでとうっていう気持ちと，ただ，
それを喜びのっていうか増長するんじゃなくて，もっ
と謙虚な気持ちで，また初心に戻って，おまえたち黒
帯になった，それはおめでとう，しかしだな，という
ところ（180717） 
体力的に技術的に満足して，自分は凄いんだと思った
ら，それこそゼロになってしまう（190714）． 

温厚 
 

怒りに関する 
中庸 
 
（両極：怒りっ
ぽさ，怒りの欠
如） 

人間の人生にとって意味のある空手，追い求めなけれ
ばならないのはそれである．それを学んだせいで精神
的な自信が生まれるような，仕事の面でもプラスにな
り，家庭，夫婦間も円満になるとか，人に対する接し
方，感じ方にも余裕が出て，いままですぐカッカして
喧嘩ばかりしていたのが，いったんことあっても冷静
でいられるようになるといった，そんな有意義な空手
の道を築くことができれば，きっと誰でもが「こんな
空手ならば，一生続けていきたい」と考えるようにな
るだろう(中村, 1988)（人間空手）． 
大山館長が亡くなられた時に，薄井支部長と葬儀に行
って，私は破門された人間だから，極真の関係者は変
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な雰囲気になったけど，その中で古い大山道場時代に
韓国のブローカーみたいな年配の人が出入りしていた
人がいて，顔は覚えているのだけど名前はすっかり忘
れてしまいましたが，控室でその人が，「中村師範，
久しぶりです．大山館長があなたに会ったら一言伝え
てくれと・・・くれぐれもよろしく．申し訳なかった
と・・・」それで，結構長く，祭壇の前で気持ちがぐ
ーときてしばらくお祈りして．それがあって大山館長
に対して，これで，これでよしと，事実は一生変わら
ないけど，個人としてのことはこれでよしと決めたの
です (180520)． 

友愛,誠意,機知 
 

人と人との関係
における中庸  
 
（両極：愛想，
意地の悪さ） 

本当に社会に求められる空手とは，体力がなくとも，
いや，身体が不自由であろうとも，平等に強さを求め
ていくことができる空手でしょう．人と強さを争う空
手ではなく，各自がきのうの自分より，きょう，ほん
の少しでも強くなるように努力する．そして仲間は仲
間が強くなるための手助けをする．そんな個人と仲間
たちが，己と互いをみがきあうことのできる空手，そ
れが誠道塾の目ざす空手です(中村, 2000)（誠道塾空
手教本）． 
もう俺の一生は大山館長との出会いに感謝をしていき
つつ，自分の中村忠の道を，誠心誠意以て歩んでいこ
う ， そ う い う 気 持 ち が が ー っ と 深 ま っ た こ と
（190716）． 

 

一番目は，勇敢についてである．いい結果を獲得できても，突き落とされるような経験をして
も，さらに次に向かってチャレンジをしてゆくことが大事であるという発言が当てはまる．二
番目は，節制についてである．トラディシナルな空手道として道場では敬虔な姿勢を持ち，私
生活でも純粋な心持ちで過ごすことの必要性を説明していることが合致する．三番目は高邁で
ある．身体的な強さを求めてそれ誇示するのではなく，精神的な面も含めて自分を過小評価も
過大評価もせずに，自分を育ててくれた社会に感謝する態度が重要であると説明している．四
番目は温厚である．人に対する接し方に余裕を持ち，人を恨むことなく，何か事があっても冷
静でいられる心が大事だと話している．五番目は友愛，誠実，機知である．人と人との関係性
においては，仲間同士が助け合っていく絆が重要であると話している．これらのことから，中
村忠氏はフロネシスを内面に持つフロニモスであり，同氏によって創設された誠道塾はフロネ
シスのファクターをエンベディッドしていることが示唆された． 
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3.3  発見事項 

 
誠道塾の組織を成り立たせるフィロソフィーの内容が確認できた．第一は組織理念として，修
練によって誠という最高善を獲得するという意味で，組織のネーミングにも用いられた，「誠は
天の道なり，それを誠にするは人の道なり」である．第二は修練の価値基準となる考え方とし
て「力より技，技より心」を掲げ，腕力ではなく，人生を豊かにする心を持つことの必要性を
説いた．そして第三は行動指針の基礎として「尊敬，愛，従順」を挙げている．これにより
「相手に対して尊敬の念を持つことで愛が生まれ，それは謙虚さとなって人間関係が豊かにな
る」というインタラクションが起こることが示唆されて，それがすなわち修練の実践というサ
ービス交換における基本的な心の内面の動きである可能性として考えられる．中村忠氏はこれ
らのフィロソフィーに則り，ベルトシステム，昇段審査，道場を意識させる指導という要素を
盛り込んだ修練システムを構築した．フィロソフィーが道場という修練の場で参加者による相
互作用によって実際に生かされていくことが，サービス交換であるが，それを促進し持続させ
るために参加者である生徒たちにとって必要な心持とはどのようなものなのかを抽出した．こ
れらは，中村忠氏自身の経験から生成された信念，価値観であり，心を持って，心の在り方を
常に吟味しながら生きることを最重要な姿勢として念頭に置き，次に自分の道を切り開いて歩
んでいくということを目標にして，フロネシスを始めとした実践に対する心持を確認しながら
修練を行う．フィロソフィーと修練システムに即して行われる修練の実践が，フィロソフィー
そのもの（図 3-1）を起動させて，修練者である生徒に伝わっていく．  

 
図 3-1 誠道塾のフィロソフィー 
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3.4  小括 

 
中村忠氏は誠道塾の創設に当たって，「誠は天の道なり，それを誠にするは人の道なり」，「力よ
り技，技より心」, 「尊敬，愛，従順」のフィロソフィーを掲げ，それに則って修練システムを
考案した．修練というサービス交換の実践のために必要な心持ちによって，フィロソフィーそ
のものが起動して修練者に伝わっていくことがわかった．すなわち，修練の実践というサービ
ス交換を行う基盤になるものは，その実践のために用意された，フィロソフィー，修練システ
ム，心持の教えの全てが織りなすダイナミクスであると考えられる． 
 
 
 

第四章 研究２  道場でのサービス交換の分析 

4.1  方法 

4.1.1  背景  

 
武道修練は道場という場で行われる．先行研究レヴューを通じて，サービススケープ概念
が，サービスが行われる物理的な場所としての意味を超えて，サービス参加者の価値共創
プロセスに様々に影響を与える空間として機能していることを整理した．そして価値共創
を通じてサービスの参加者は自らのニーズを満たすだけでなく，サービススケープでの共
創経験や参加者同士の関係性構築経験をもとにウェルビーイング形成を可能にしているこ
とを示した． 

この一方で，サービススケープとウェルビーイング形成の関係については未だ十分に研究
が蓄積されていないことを指摘した．とりわけ，本研究がテーマとする武道は身体活動を
伴うスポーツであると同時に，人格形成を重要目的にしている．これは痛みや挫折経験を
伴いながらも，持続的に修練を行うことで自己を鍛錬し，人間として成長していくプロセ
スである．このような活動に参加する参加者がどのようにしてウェルビーイングを形成し
ているのか，十分に研究がなされていない．  

4.1.2  研究デザイン 

 
武道を対象にしたサービス関連の研究は少なく，中心概念に対する理解が限られているこ
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とから，探索的な研究デザインの採用が不可欠であると考えた．本研究では，空手の修練
者に対するインタビュー及び質問紙に対する回答から収集した定性的データを用いる． 

誠道塾は参加者それぞれが修練の場として集う道場を中心とした運営を続けている．その
ため，道場はウェルビーイングが形成されるサービススケープであると考えた．サービス
スケープで起こる複数の参加者同士や指導者との間の相互作用を, サービススケープの段階
的知覚理論(Rosenbaum, 2006)と参加者同士の自己認識形成(Cuba & Hummon, 1993; Ekinci 
et al., 2013; Rosenbaum & Massiah, 2011; Wattanasuwan, 2005)，そしてサービススケープに
形成される制度(Akaka & Vargo, 2015; Baron et al., 2018; Vargo & Lusch, 2016; Vink et al., 2021)
の観点で調査，分析する．これにより，道場においてどのようなサービス交換が行われて
いるかを探求する． 

4.1.3  対象と調査内容 

 
長年稽古を続け，指導者クラス以上にまで昇格したメンバーは誠道塾のフィロソフィーを
受け継ぎ，それにより自分の人生を開花させた者であるとし，彼らを調査対象にする．彼
らを中心に調査を進めることで，統合された複数のリソースと価値の次元をより深く考察，
説明できると考え，誠道塾の姿を浮き彫りにすることができると判断した． 

具体的には， SRQ2「道場では参加者は相互作用からどのようなアウトカムを得ている
か？」に対する回答と SRQ3「道場という場では，どのようなサービス交換が行われてい
るのか？」の回答につなげる．このために，まず日本在住の指導者レベル,  中級者,  初級者
という異なるレベルの修練者から一人ずつ選び，この 3 人のメンバーに対して，表 4-1 の
ような質問を用意して半構造化インタビューを行った．  
 

表 4-1 修練者に対する質問及び質問紙の項目 

1 入門のきっかけは何であったか 
2 空手の教程，稽古システムの感想 
3 空手道場の空間で行われている生徒間の切磋琢磨への印象 
4 空手が自分の人生にもたらした影響 
5 道場主宰者の印象に残る出来事 

 

指導者レベルにある修練者にはさらに後輩への指導の際に意識していることについて尋ね
た．インタビューは半構造化されているため，質問の表現はインタビュー対象者によって
異なり，また，回答をより深く掘り下げるためにプロービング・クエスチョンを用い，会
話の流れに沿って出てきた自由回答形式の質問によって，より深い考察を促し，データを
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収集した．インタビューは 2019 年 11 月２日および 11 月 29 日に，公共性のあるカフェ内
で行われ，平均して 1 時間程度で終了した． 

次にインタビューと同様に，SRQ2「道場では参加者は相互作用からどのようなアウトカ
ムを得ているか？」に対する回答と SRQ3「道場という場ではどのようなサービス交換が
行われているのか？」の回答につなげることを目的に，日本在住の 5 人のメンバーと，誠
道塾が国際的に展開している組織であることを鑑み，海外に在住する 11 人のメンバーに対
して，表 4-1 に基づくインタビューと同じ項目を記した質問紙による調査を行った．なお，
対象者の人選に当たっては，主宰者の中村忠氏に依頼し，同氏が，誠道塾で長年修練をし
ている人を対象に，地域（国）が偏らないようにしたうえで質問紙を送付した．  

これにより，各回答者に該当する新しい情報を柔軟に発見することができた．回答傾向か
ら，データ収集はこの段階でデータ飽和のポイントに達していると判断した．つまり，イ
ンタビューと質問紙で収集したデータから新しいテーマが生じなかった． 
 
インタビューおよび質問紙による回答者は表 4-2 の通りである．  
 

表 4-2 インタビュー対象者及び質問紙回答者 

   ＊I：インタビュー  Q：質問紙 

# ＊ 名前 タイトル 地域 
1 I A 生徒 日本国内 
2 I B インストラクター 日本国内 
3 I C インストラクター 日本国内 
4 Q D マスター 海外 
5 Q E マスター 海外 
6 Q F マスター 海外 
7 Q G マスター 海外 
8 Q H マスター 海外 
9 Q J マスター 海外 
10 Q K マスター 海外 
11 Q L マスター 日本国内 
12 Q M マスター 日本国内 
13 Q N マスター 日本国内 
14 Q O マスター 海外 
15 Q P インストラクター 日本国内 
16 Q Q インストラクター 日本国内 
17 Q R インストラクター 海外 
18 Q S マスター 海外 
19 Q T マスター 海外 
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4.1.4  分析方法 

 
本研究では定性データの分析のために，Grounded Theory を導き出す手法のひとつである
Gioia Method を 使 う ． 研 究 対 象 の 社 会 現 象 の 理 論 的 概 念 を 開 発 す る Grounded 
Theory(Corbin & Strauss, 1990)のオプションである Gioia 方式は，頑健性を持つ質的帰納
的研究法である(Gehman et al., 2018; Gioia et al., 2013; J. Pandey et al., 2022)．Gioia 方式
の利点は，社会的に構成されている世界において，情報提供者と研究者の双方を「知識あ
る主体」とし，情報提供者が自分の行為の意図，思考，感情が何であるかを知識的に説明
できることを前提にして(Gehman et al., 2018)，双方の知識が資源統合され理論の共創が
起こることである(Gioia et al., 2013; J. Pandey et al., 2022)．研究者は最初に情報提供者の発言
をできるだけそのまま使ってデータを分類し，文脈の中で解釈，構造化し，理論的な用語
に置き換えて，創発的，機能的なモデルに置き換えていくプロセスをたどる(Gioia et al., 
2013; Nag & Gioia, 2012)． 

この方法論は，ある現象の発生から内包される相互関係を見出すことが可能で，導き出さ
れたデータ構造に至るメカニズムの考察が重要視されている(Corley & Gioiia, 2011; 
Gehman et al., 2018). このような特徴から，Gioia 方式は，ほぼ手のついていない武道の道
場での価値共創の可能性探求に適すると考えた. 

Gioia 方式の分析プロセスは，まず一次分析として，情報提供者が発した用語を，類似点
と相違点を比較，強調することで分類し一次コードのカテゴリーを決める(Corbin & 
Strauss, 1990; Gehman et al., 2018)．二次分析では研究者中心の概念，テーマ，次元を設定
する．一次コード，二次テーマ，次元へ移行していくことで，質的研究の厳密性が保たれ，
データ構造構築の基礎ができる(Gehman et al., 2018)． ここで出現した静的な概念間の動
的なつながりを，解釈的なアプローチで，その関係を示すことで，生き生きとした帰納的
モデルが構築され，データに根ざした創発的なグラウンデッド・セオリーが成立する
(Gehman et al., 2018; Gioia et al., 2013; Gioia & Chittipeddi, 1991)．そして，二次分析で生
成したテーマと三次分析のディメンションを用いて，解釈的な方法で概念間のつながりを
考慮しながら，データをモデル化する． なお，本研究では，特にデータ構造の検討作業に
おいて，インタビューにも質問紙にも同じ質問を用いて情報を収集したが，インタビュー
ではより深い回答が得られていると考え，インタビューデータを中心据えて分析し，質問
紙からの回答を補足として加えた．インタビュー回答者はデータ末尾に(A),(B),(C)とある
３名であり，データは太字で表記した． 
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4.2  結果 

 
分析の結果，誠道塾において，参加者が道場での相互活動の継続によって得られたアウトカム
は，５つの異なる結果にカテゴライズされると考えられる．検討段階ではランダムにカテゴ
ライズしていったが，時間の経過あるいは時間的なサイクルによって参加者がどのような
変化をしたのかを述べる元データとするために，図 4-1 として，上から時系列にカテゴリー
を並べて掲載した．当該図の次元の集約には次の 5 つのカテゴリーが充てられると示唆された．
すなわち，１．なぜこの道場に入門したのかというモチベーションの種類 ２．入門してみて
感じた道場への認識はどのようなものであったか ３．道場で他の参加者と一緒に修練をする
ことによってどのような相互作用があったか ４．道場に通うことで得られた価値はどのよう
なアウトカムによって示されたか ５．道場で空手を修練することによって日常生活での行動
にどのような変化があったか，である．  
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図 4-1 データの構造  
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4.2.1  入門のモチベーション 

 
入門のモチベーションとして，「直観」と「Vision/Policy への共感」の２つのテーマを抽出し
た．ここで分かったことは，この道場の参加者の入門動機が多様性に富んでいて，入門の理由
が何であれ，誠道塾での修練を継続していくことが可能であることが示唆されている．入門時，
修練をスタートするに当たり，道場は参加者にとって自らのニーズを満たす空間であったと考
えられる． 

 

直感  

回答者は，特にきっかけもなく偶然に，或いは空手の体験クラスに参加する友人に付き添って
行った際に，空手と出会っている．合理性よりも参加者の道場での稽古を観察することによっ
て生じた直感に頼って道場に入門していることが示唆される.   

 ニューヨークに留学してたので,  あたしが自発的に探したのではなくて,  
で,  A さんていう人がいて,  彼女がなんかやりたかったみたいで・・何軒か
見て,  やっぱ,  ビビッときたらしいんですね.  ここはなんか正しいみたいな
感じ・・彼女と同じ語学学校に行ってたので,  なんか,  行かない？って,  そ
の時に体験会に行きました. (C)  

仕事の同僚からマンハッタンで空手のクラスを受けてみたいので,  一緒に行
ってくれないかなと頼まれて,  文字通り付き添いで行ったに過ぎませんでし
た. 結局，友人は入門しませんでした．ところが，私の方が入門してしまっ
たのです．空手は体調を整えるには良い方法のように思えたし，そこの
人々はみんな親切でした．(D)  

 

vision/policy への共感 

誠道塾の vision や policy への共感が入門のモチベーションになることも示唆された.  L は他流
の道場に所属していてその道場に疑問を持っていた時，誠道塾の vision や policy を知り，創始
者の著書に感銘を受けたことが入門のきっかけであると述べている．また，J のように，長く続
けているメンバーが多い道場には信頼がおけるという判断も入門を意思決定する要因になって
いると考えられる．  
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空手に対する生きがいも感じられず，このまま空手を続けて行くことに疑
問を感じていました．その時です．中村会長の「人間空手」出合ったの
は．一気に読破して，誠道空手こそ自分が求めていた空手であると確信し
ました．そこには極真会にないものがありました．（L） 

 黒帯になるまで生徒を育て，先輩空手家として定着させるという課題に向
き合い続けている指導者が欲しかったのです．（J） 

  

4.2.2  道場への認識 

 
道場への認識，として「場の雰囲気」と「カリスマリーダーの認識」の２つのテーマを抽出し
た．ここからは，指導者は尊敬できる人格者であり，道場は安全に修練を継続できる場であり，
分け隔てなくだれとでもコミュニケーションができる空間であることが認識されたことが示唆
された． 

 

場の雰囲気 

O は道場について，道場生が真剣に稽古に取り組んでいて，日常とは異なる神聖さや厳粛さを
感じる場であったと説明した（厳粛さと真剣な姿勢）．E は，会長の理念をもともと知っており，
道場で行われている空手がその理念と整合した安全な場所であることを認識していたと述べて
いる．具体的には誰もが平等に扱われ，肉体的・精神的な危険がなく安心して参加できる，心
理的に安全な場を道場は醸し出しているという認識であると考えられる（心理的安全）．N は体
験入門時に黒帯のメンバーから丁寧な説明や対応を受けたことを印象深い経験として記憶し，
入門し稽古を続けることが他者から歓迎されている雰囲気によるものだと述べている（ポジテ
ィブな雰囲気）．さらに Q は，道場では空手を学ぶのに前提要件は無く，また，ハンディキャ
ップを持つ生徒も必要な援助を受けることができるような公平性のある空間（公平性）だと認
識していると考えられる． 

道場に初めて訪問したとき，私は感動しました．生徒たちの純粋なエネル
ギーとひたむきさは息を呑むほどでした．今まで出会ったことのないよう
な複雑な動きに目を見張りました．ここは，私が学び，成長できる場所だ
と強く感じました．道場内での生徒や先輩に対する尊敬の念がその姿勢を
支えていました． (O)  
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中村会長が「全ての人が安全に稽古できるのが本来の空手の姿だ」という
信念を具体化してくださったことは，我々にとってとても幸運でした．会
長は「人間空手」を標榜されて，誠道塾を創設されました．そこで，老い
も若きも，強くても体力に自信がなくても，健常者であっても特別なヘル
プが必要な人であっても，全ての人に空手道の門戸を開かれたのです． (E)  

私はさっそくその道場を訪ねて行き，体験入門の稽古を受けました．黒帯
の女性が基本からベーシックセルフディフェンス，太極の型まで丁寧に指
導してくれ，日本のように稽古後の雑巾掛けまでしっかりとやることに感
心しました．（N） 

ニューヨークの本部道場では，様々な人が稽古していました．高齢の方，
LGBTQ＋の方，障害のある方，そして私のような外国から来た人などで
す，そして日々の稽古は何の区別なく，その多彩な人々が一緒に汗を流し
ます．ハンディキャップのある方へは，必要な手が差し伸ばされます．視
覚障害のオーナーを待っている盲導犬も，いつもの席から稽古を見守りま
す．ここでは強く逞しく空手の上手な人だけが尊敬の対象ではなく，様々
なハンディキャップを持ちながら，心身を鍛えるためにやってくる人々が
称賛されます．(Q) 

 

カリスマリーダーの認識 

K は，創始者である指導者の卓越した技術のみならず，他の空手家とは本能的な違いのある存
在感の全てが，その場を支配していたと，そのカリスマ性を示唆している．L は空手の強さに
加えて，陶冶された人格とそれに基づく正確無比な行動力を持つ創始者を最も尊敬できる人で
あると述べている． 

私は会長の中に，行動する戦士としての精神集中とコミットメント，自分
のやっていることに全力で取り組む姿勢を見ました・・・中略・・・中村
会長は天性の運動能力, 強さ, 敏捷性に加えて,ほとんど芸術的レベルと言う
べきテクニックを持たれていました.リーダーシップとは言葉ではなく,行動
と態度であると思いますが,中村会長には見た目に加えて更に本能的な何か
がありました・・・中略・・・中村会長と会って, その所作を見れば, 彼は
他の空手家とは違うとわかりました．・・・中略・・・会長の声，態度，身
体的な存在感全てが，その場のコミュニケーションを支配していまし
た.(K） 
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中村会長は極真時代の大先輩であり，その空手の強さに加えて，陶冶され
た人格，常に物事を人間的に考え，それに基づく正確無比な行動力を持っ
ておられ，武道空手家で自分の最も尊敬する人でした．(L) 

 

4.2.3  道場での相互作用 

 
道場での相互作用として，「切磋琢磨」「価値共創」「自己研鑽」の３つのテーマが抽出された．
修練は個人で行うものではなく参加者同士が仲間として切磋琢磨するものであり，それを続け
ていくと，道場という場の意味付けから，自分自身への意味付けに変化し，道場に対する認識
が自己改革できる空間に変わることが示唆された．また，長い伝統を守り受け継ぐ武道の世界
で，そのしきたりや制度は硬直しているのではなく，上下関係あるいはジェンダーにおける暗
黙の区別も，参加者と指導者の共創により新しいものに変化させることができる場であること
が示唆された．  

 

切磋琢磨 

切磋琢磨とは，仲間同士で互いに励ましあって技や学徳を磨くことである．道場では，それぞ
れの参加者が持つ目標をお互いにサポートし，励ましあうことが行われていると考えられる．
空手への参加が休みがちになると仲間同士で実際に声を掛け合い，切磋琢磨する環境を自ら整
えていることも示唆される．これは次のような道場参加者の言葉からもうかがえる． 

誠道塾で学んだことの中に，ひとつの価値観にとらわれることなく，柔軟
で広い心を持つことの大切さがあります．道場には，年齢や性別，人種や
職業に関わらず様々な人達が稽古に来ていました．そんな人たちにもまれ
ながら空手という日本の武道を学ぶことができたことは人生の宝物となり
ました．（N） 

時が経つに連れて，私たちの多くは親密な関係を築き，クラスやトレーニ
ングに参加することを期待されるように．もし，1 日か 2 日休むと，たいて
いは電話がかかってきました，(H) 

 

価値共創 

道場では，生徒同士や指導者と生徒の共同作業で成り立っていたり，伝統に固執せず新しい方
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向性を見出したりする価値共創が起こっていることが示唆された．同僚と共に一緒に何かを作
り上げる経験をしたり，師弟関係の中でも互いに意見を出しながら道場をより良くするための
知識共創をしたりしていることが示唆された．J は，創始者が生徒の提言を受け入れて古いやり
方を改めて，新しいやり方を創り出すことを説明している． 

仲間は皆前向きで，皆で何かを作上げていく・・ああ，そういう空気あり
ますね．(C)  

会長は道場にもっと多くの女性のメンバーが欲しいし，稽古をより参加し
やすくすることによって私たちを歓迎しようとされていました・・中
略・・男の生徒と同じ稽古をさせてもらった方が，私やグループの他の女
性もより歓迎されているように感じますと伝えると，会長はそれ聞き入れ
てくださいました・・中略・・会長があたりまえだと思っていた伝統的な
考え方にもかかわらず，会長は自分のオフィスに行かれ，何が起こったの
か，女性は何を求めているのかをお考えになり，会長はこれを変化の時
だ，自分の考え方を変える時だと決心されたのでした．会長は皆の声に耳
を傾け，聞いてくださいます．（J） 

 

自己改革 

自己改革とは深く学び精神的に成長することを意味する．D は，道場には常に自分が成長する
ためのチャレンジがあり，そこが自己改革の場であるからこそ，道場に通い，稽古を継続でき
ると述べている． 

私が道場に通い続けているのは，ここには常に取り組むに値するチャレン
ジがあるかです．もちろん，体力の衰えは否めませんが，稽古において，
私は自己の内面を強化する修練に焦点を当てています．私にとってそれが
一番大切です．その努力をしていく限り，クラスは必ず学びの体験を提供
してくれるはずです．（D） 

 

4.2.4  アウトカム 

 
道場の稽古で生じる相互作用によって得られるアウトカムとして，「レジリエンス」「エウダイ
モニック・ウェルビーイング」「深い経験価値認識」を抽出した．ここでは，これらを体験ある
いは身に着けることにより，ウェルビーインの状態を創り出す能力を獲得し，それを他人や仲
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間と分かち合い，生き方を変える人間的成長に寄与し，また外の環境に対して影響していく準
備ができたことが示唆された． 

 

レジリエンス 

身についたアウトカムの一つは諦めない心，やり抜く力，すなわちレジリエンスであるという
ことが示唆された．E は強い精神力，自分の人生を生き抜くという精神，J は問題を平和的に解
決する忍耐力という表現を使って語っている． 

私は武道としての誠道空手の役割を次のように定義しています．「誠道空手
の技や稽古をその道具や乗り物として使いながら，人間が持って生まれた
自分の人生を生き抜くという精神をそれぞれから引き出すこと」「やり抜く
ぞ！強くなるぞ！私にはできる！」こういった態度を粘り強く持ち続ける
ことが大切です．強い精神こそ強い生命力であり，それは何が何でも生き
続け，正しいと信じたものを守り抜く意志です．（E） 

私は問題が起こっても，それとより直接的に向き合い，解決するまで諦め
なくなりました．私はより忍耐強く，慎重に人に話しかけ，より積極的に
人の話を聞くようになりました．対立があれば，平和的に解決するため
に，より深く，全力を傾けます．（J） 

 

エウダイモニック・ウェルビーイング 

文献レヴューで示したように，精神的な健康（Wellbeing）すなわちウェルネス(健康であるこ
と)には 6 つの次元(Ryff, 1989)があると言われている．誠道塾で稽古を続けることでそれらを
獲得し， 同時にポジティブな意識をもたらすエウダイモニック・ウェルビーイング(Keyes, 
2006)を実現しているとの証言がある．例えば Q は自分を鼓舞し明るく生きることを学び, 1)自
己受容（self-acceptance）を経験したと語る.また F は夢とヴィジョンの実現について思考がポ
ジティブになり，自分の人生と周囲の環境を効果的に管理する能力としての 2)環境支配
（environmental mastery）ができるようになったことを示唆している．P は，道場で稽古を積
むことで自分が指導者になり，学んだことを後進に伝えようという確固たる決心をしている．
このような強い志を持つことは，3)人生における目的の創造（creation purpose in life）とリン
クしていると考えられる．道場での相互作用はまた，４）良い人間関係（positive relationships）
を生んでいると考えられる．例えば P は誠道ファミリーが作る人間関係の偉大さに感銘を受け
たと語っている．D は，人間性を尊敬できる世界中の仲間との稽古で多くの学びを得たと述べ
ている．道場での体験は持続的な 5)自己の成長が望めること（personal growth），6)探究心/自
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律性があることが示唆される．例えば，N は自己の成長について，共に成長を図りたい一心で，
自ら道場を経営していると語り，P は探究心/自律性について，本当に大切なことを見逃さない
ように，心を耕し実が結ぶように，練磨を続けていきたいと述べている．  

多様性の素晴らしさや人の苦しみを知って共存を求めることは，様々な人
との絆を結び，人生に喜びをもたらしてくれます．自分を励まし朗らかに
生きる心の持ちようを学んだことは，何にも代え難い財産を得たと思って
います．(Q） 

ヴィジョンは夢でもある，夢を見れば実現する．夢が実現すれば，ヴィジ
ョンも実現する．(F) 

エクササイズをするジムでなく，精神と肉体を鍛錬する場．老若男女が，
子供たちが集い一緒に同じ志や理想の哲学を持ち稽古にいそしむことので
きる場．また，疲れた時にはエネルギーをもらえ癒してくれる場．そうい
う場，まさにニューヨークの総本部道場のような空間が必要です．この場
の維持継続こそが今後私に課せられた使命だと気づきました．（P） 

我々誠道の空手家は，世界誠道空手道連盟という絆で繋がり，世界中に散
らばっています．これほど多くの善良で品行方正な方々と出会い，長きに
わたって一緒に稽古できる偉大な機会を与えられたことを誇りに思いま
す．私は彼らから多くを学びました．彼らの献身的な姿と，その人間性を
とても尊敬しています．（D） 

私の道場にも世界中の仲間が立ち寄ってくれることが，とかく視野の狭く
なりがちな私，そして支部のメンバーの世界観を広げてくれています．こ
のような素晴らしい人間関係の連鎖が世界中に広がっていることの壮大
さ，偉大さと誠道ファミリーという硬い絆を再認識いたします．(P) 

これまで中村会長からご指導いただいた「人間空手」の技と精神を余すこ
となく道場生に伝え，道場生と共に自分をも高め，共に人間的成長をはか
りたいという一心で道場を運営しています．（N） 

今後も見えない目を見開き，聞こえない耳を傾け，本当に大切なことを見
逃さないよう，中村会長の書かれた「耕心結実」を胸に心を練磨し続けて
参りたいと思います．（P）  
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深い経験価値認識 

誠道塾の道場では相互作用によって，空手の技を身に着け，上達することのみならず，深い経
験価値が認識されていることが示唆された．すなわち，考え方，生き方を変える人間的成長を
伴う人格の変容を実感する体験である．たとえば，E は，スピリチュアリティのセンスを成長
させることができると語り，D は，人間空手という真の空手道が人生全体に大きく影響したと
話した．また，L は，ハンディキャップのある人との稽古で，彼らの心を知ることができたと
話している． 

正しく空手の稽古を積めば，自分が思い込んでいた限界は遠のいていきま
す．徐々に，生徒たちは肉体的にも，精神的にも成長していきます．そし
てここが一番大事なポイントですが，スピリチュアルなセンスを成長させ
ることができます．つまり武道は，自分の人生で遭遇する未知の敵に立ち
向かう準備をさせてくれます．(E)  

真の空手道を学ぶ道を創ってくださった中村忠会長に感謝いたします．人
間空手という信念の元で創られたカリキュラム，学ぶことができた教訓，
それぞれにとっての審査や成長の機会，そして集う人々とそれによってで
きた組織，これら全ては，私の素晴らしい人生に大きな影響を与えてくれ
ました．（D） 

知的障害者，目の不自由な人など，身体的にハンディキャップを背負った
人達のクラスの手伝いをして彼らと共に稽古をしました．その人達が誠道
空手で武道精神を学びながら身体を動かして，自分の生きる力にしてい
る．皆が必死になって学ぶ姿を見て，その人達の気持，心を知ることがで
きました．（L） 

 

4.2.5  日常生活での行動 

 
誠道塾の道場での稽古が，道場という場を超えて，実生活での行動変容をもたらしていること
が示唆された．具体的には「継続行動」「道場のメンタルモデル化」「社会貢献」を抽出した．
ここでは，道場というウェルビーインを生み出す空間そのものが意識化され，エウダイモニッ
ク・サービススケープになっていくという可能性があるということである． 
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継続行動 

空手の上達のみならず，空手で得たことを糧に，自分の人生の目的に向かって努力し続けるよ
うになったと示唆された．例えば，Q は，自分がどのようになりたいのかを鮮明に描くことが
でき，そこに向かって努力し続けることができるようになったと語っている．S は自分の人生
に対する運命的な決断をし，資格取得のために学び続けることにしたと述べている． 

何故空手をするのか，自分の人生にどういう意味があるのか，自分の内に
向かい本当の自分を見つけ出すことで，ひいては，空手だけではなく，生
きる上で自分の願いが何なのか，はっきり知ることに繋がるように思いま
す．困難に際して早く諦めてしまうことがなくなり，自分が何になり，ど
のように生きたいのかを鮮明に心に描き，そこに向かって努力を続けるこ
とにつながりました．（Q） 

先生方の教えは，肉体的にも精神的にも，私の物事に対する姿勢と自信を
どんどん変え始めました．私は新しい目的意識を持って，大学での勉強に
取り組み始めました．それまでの大学生活の最初の 2 年間は，何に重点を
置いて勉強すればいいのかわからず，流されて過ごしていたのです．しか
し，そのとき私は体育の教師になる決心をしたのです．これは運命的な決
断でした．1984 年，私は代用教員として働きながら，理学療法士の学校に
通い始めました．（S） 

 

道場のメンタルモデル化 

空手の経験を積み重ねることで，ある参加者は日常生活において，道場が自分の生き方と一体
化する感覚を得ているように考えられる．空手の精神は，通常は道場の中で参加者が共有し，
それが空手を修練していく上での規範としてサービススケープを支配するものである．しかし
ながら興味深いことに，インタビューの結果からは，その精神あるいはメンタルモデルのよう
なものが，道場から離れ自分の人生の指針になっている可能性があることが示唆された． 例え
ば，Q は，道場における「自分を知り他人を知る相互理解の行為」は，道場の外で機能すると
答え，また，J は，空手道場の稽古体験が，日常生活の課題解決をサポートしてくれると語って
いる．A は行動や積極的になり，他人とのコミュニケーションも向上したと語っている．T は
仕事の現場で道場の体験がよみがえり，任務を遂行できたと語っている．また，A はこれまで
話せなかった話題をオープンにすることができるようになったと語り，C は社会的な立場が弱
くなったとき道場の体験に立ち戻ることができ，B は他人に対して意思表示ができるようにな
ったと語っている．これらの体験は，道場がメンタルモデルとして，個々人に内面化している
ことを示唆しているのではないかと，解釈した．つまり，道場での修練を通じて道場のフィロ
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ソフィーやその場での振る舞いが具体的体験として生徒の中に取り込まれる．それが抽象的概
念として観念化され新たな価値観として内面に定着していく．それは信念として日常生活で活
用され始める．この一連の作用の蓄積によって，道場で形成されてきた意識が，個々人の日常
生活のバックボーンになり，メンタルモデル化されていくと考えられる．  

自分を知り，その思いを他者に伝えることが出来ると，相手も心を開いて
くれて，相互の理解が深まります．これは道場以外でも大変役に立ち，空
手を人生に生かしていると感じることの一つです．（Q） 

最もハードな稽古は，常に道場の外で行われます．最初の頃は，ほぼ全て
のスパーリングで自分の心が自分に負けていました．今では，私は道場で
誰かと組んで稽古をしているときは，現実の今この瞬間全てに，焦点を当
て，集中して対応できます．しかし，道場を出ると，そうはいかないこと
もたくさんあります．私の心は昔に戻って，釣り針に引掛かかった大きな
魚のように，あらゆる方向に暴れまくって，脱出する方法を探していま
す．誠道空手の稽古は，私がこの魚を巻き上げるために繰り返し，繰り返
し使う強い釣り糸です．その時こそ，誠道の道を歩んできたことに感謝
し，人生での闘い方や闘う価値を教えてくれた会長に心から感謝する時な
のです．（J） 

行動範囲も広がりましたし，人との接し方も変わりました．農業の会合と
かにも出るようになったり，子供の学校でずっと一緒だったお母さんか
ら，話しかけられるようになったり，怖くて話し掛けられなかった・・・
丸くなったよねって，言われます．（A） 

火はとても熱く，2 分もしないうちに私の体から力が抜けてしまいました．
ホースを握る手の力も弱くなってきました．腕の関節でホースを支え，流
れを整えなければなりません．もう逃げ出したい・・・．その時，私は黒
帯の昇段審査で，組手審査の最中に感じていたことと同じ気持ちが沸き起
こりました．会長や先輩たちは私を限界まで追い込みます．そこでは，自
分の心，自分の意志，自分の決意に頼るしかないのです．それは肉体的な
ことだけではありません．私は火の勢いを少し弱めて，それ以上燃え広が
らないようにすることができました．（T） 

誠道に入って図太くなったというか変わりました．今まで耳の障害のこと
でいじめられて，でも世の中，普通を求められるから，ずっとバレちゃだ
めだと思っていましたが，実は耳がって言えたのです．初めてでしたよ．
旦那にもカミングアウトできました．彼にも言ってなかったので．（A） 
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空手はいつも変わらずにいつも私の側にある．転職，数年前にして，立場
が何もなくなる時が何か月かあって，そのときにやっぱり道場に通ってい
て，そうすると普通の今までの自分に戻れる感じがある．(C) 

言葉悪いですけど,  周りに変な人いなくなりましたよ.  明らかに,  まるっき
り変わってるんじゃないですか,  その辺は. 基本的に,  人の嫌がることはも
ちろんしなくなったし．それに，欲求に対する抑制が利きますよね．昔
は，欲しいものあれば何でも欲しいし,  どんな手を使ってでも,  借金してで
も,  みたいなことありましたけど．それに，はっきりものを言えるようにな
りました．昔は,  例えば,  友達に誘われても,  行けたら行くみたいな,  あや
ふやな返事しかできなかったんですけど．（B） 

 

社会貢献 

インタビュー結果からは，「道場のメンタルモデル化」のように，空手経験が参加者個人に反映
されていく側面とともに，地域貢献や人材育成などの自分以外の他者に向けられた社会貢献活
動を動機づけている可能性があることが示唆された．例えば，P は青少年育成の為の学校教育
での空手の普及を検討し，L は震災により被災した小学校を慰問に訪れる行動を起こし，M は，
空手を教えることに留まらず，世界に貢献できる人材を育てることが目的になり，一般の人の
心の成長を目的としたクラスを開講したと語った．  

空手の魅力，素晴らしさを若い人たちに伝播するために，メンバーの所属
する学校，卒業学校でのクラブ活動，同好会活動等にも援助参加できない
かと考えています．（P） 

中村会長の命を受け，被災地，気仙沼市を訪れました，想像を越える余り
の悲惨な状況に私たちは衝撃を受けました．世界中の誠道塾の生徒より寄
付金，そして困難から立ち上れるように作られた日本の伝統の千羽鶴，こ
れらを私たちは，気仙沼市役所，大谷小学校に渡しました．社会貢献の大
切さを学び，周りの人々と助け合い，励まし合う喜びを実感しました．
（L） 

私は誠道空手を通じて多くの社会貢献できる人材，国のため，ひいては世
界に貢献出来る人材が我が道場から育ち，またそのような人材を輩出させ
ることが私の役目であり志である．(M) 

誠道空手を真剣に追求することで，それを後押してくださる方々が出てい
らして，その方々との関わりを通じて自分の生き方がさらに深まっていっ
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た．現在は地域の人々も参加できる学びの場｢人間共育道場｣を開設してい
る．年に三回，その道のプロ（一流の人）をお招きして，生き方，考え
方，思いを聞く．その後，グループに分かれて意見交換，ゲストへの質疑
等，振り返りの時間を持っている．（M） 

日本は，超高齢化社会に突入しています・・中略・・膝，股関節，腰，体
幹へのエクササイズ，また棒や杖を利用する運動など，健康増進を目的と
した空手運動療法，健康クラス等の新設を検討したい・・中略・・また，
震災，災害等で長期間避難されることが発生した場合でも，避難所でも空
手健康療法がお役に立てるのではと考えています．（P） 

 

4.2.6  修練継続期間の違いによる意識・行動の変化 

 
インタビューをした 3 名はそれぞれ初級者（A），中級者（C），上級者（Ｂ）である．修練
継続期間の長さ，すなわち修練の積み重ねによって，意識や行動にどのような変化がある
のか，その言質から分析した（表 4-3）．その結果，修練によって，初級者はコミュニケー
ションが広がったり，探求心が出てきたり，自分自身の変化を中心に話をしていることが
示唆された．中級者は，勝敗のないコミュニティの和やかさや，劣勢に立った時の平常心
等，自分と他人とのコミュニケーションについて語っている．そして上級者になると，今
ここにいる自分と他者の関係のみならず，自分のやっていることを伝えていきたいという
意識の芽生え，使命感等，さらに組織の外に向けて広がりを持とうとする意識が生まれて
いることが示唆された．これによって，修練を継続し，修練年数が進むに従って，参加者
の意識と行動に変化が生じ，自分に対する変化，自分と他者の関係性に対する変化，組織
の外に踏み出してゆくという変化，このような深化をもたらせる経験を提供し続けている
可能性があることが示唆された． 
 
           表 4-3  修練期間の違いによる意識・行動の変化 
 

 意識・行動変化の対象 Data 
初級者 
（A） 

自分自身 普通であるっていうことを強制されないっていうか，普
通じゃないことも当たり前，いろんな人がいて当たり
前，そういう中に今いられています．そういう考え方自
体が広まればいいなって思います．(A) 
誠道に来て，コミュニケーションが広がって，いいこと
なのですが，逆に，自分はどうしていいかが分からなく
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て，困りました．常識知らずだと思ってるんで，世間知
らずなので．(A) 
取りあえずなんとかなる，できるんじゃないかなって，
やってみようかなって，どうしてもできないことが増え
てくるんで，どうやったらできるようになるかなってい
うふうに，もっと考えるようにはなりましたね．(A) 

中級者 
（C） 

他人や環境との関係性 ライバルって，この人がいなかったら私がレギュラーに
なれるって・・・バレーボールやってたから，六人で，
絶対のレギュラーは六人しかいないから，誰かが怪我し
たら代わりに入るみたいな・・あーでもそういうのがな
いからこうみんな，穏やかに応援できるんですね，すご
い和やかな感じですよね，だから空手の試合って，殺伐
としていて，勝った負けたで大変なことになってたんじ
ゃないかと思っていたのですけど，そういうの全然ない
ですね．終わった後，みんな，国際試合なんかだと，ど
っから来たの？とか，いつから始めたの？とか・・(C) 
会長が，空手をね，稽古する生徒たちに自分の中に取り
入れなさいって・・・実際は，例えば道で出会った人と
闘うような場面には絶対出くわしたくないじゃないです
か．でも，組手って，ほんと凄く性格が出るっていう
か，凄いいろんなこと学ぶなって，人との距離・・近す
ぎたら見えない．でも遠過ぎたら何も攻撃もできない
し，近づくとやられるけど，それなりな，間合いとか，
そういうのって組手だけじゃないんだなって，人との接
しかた・・空手だけじゃない・・(C) 
仕事なんて理不尽なことだらけじゃないですか？それで
カチンときても，やっぱ平常心というか，どんな時でも
言い訳をしないって言うか，凄い劣勢に立ってても，い
つか勝機があるって言うか，粘り強くとか，なんかそう
いうのを空手で学んだような気がしますね．いろんな状
態で，何々がないから今日はできないのとか，最高のパ
フォーマンスができないよとか，いや，それは言い訳に
ならないよね，みたいな・・(C) 

上級者 
（Ｂ） 

組織の外 自分がやってることを伝えていくんだ，伝えていかなけ
ればいけないっていう意識が芽生えるっていうこと自体
は，やっぱりこの誠道っていうところの素晴らしいとこ
ろ・・・なんない人は辞めてくんですよ．自然発生的
に，もっとここにも広めたい，習いたい人いるんだから
行きたいっていう気持ちになるんじゃないですか．不思
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議ですよね．(B) 
お世話になっているのだから一生懸命やらなきゃいけな
いっていう気持ちが自然に出てくるというか．自分はそ
うです．やっぱり誠道にいてよかったなと思うし，会長
に出会わなかったらどうなっていたのだろうとか．もっ
といい人生があったとは思えないですもんね．自分は特
に．本当，拾っていただいた，助けていただいたってい
う感じで，精いっぱい続けたいなと思います．使命感っ
て言ったら格好いいですけど，自分にできることは何だ
ろうって考えたら，誠道の芽をまくっていうことなのか
なと，そういう感じですかね．皆さんそうなんじゃない
ですかね．(B) 

 

4.3  発見事項 

 
図 4-２は Gioia 方法によって整理，分析したデータを元に道場におけるウェルビーイング形成
の流れを描いたものである．まず，道場というサービススケープにおいては，参加者らは互い
に切磋琢磨，自己改革，価値共創を経験していると考えられる．この経験には，道場の持つ場
の雰囲気やリーダーの人格といった，道場への認識が関連している可能性がある．そしてそれ
は道場との継続的な関わりの中で育まれていくことが示唆された． 
 

 
図 4-2  道場でのウェルビーイング形成の流れ 
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これら道場での参加者の相互作用によって，自分自身のレジリエンス，深い経験価値認識をは
じめ，ポジティブ思考/自己受容，環境の支配，強い志/人生の目的，良い人間関係性，継続的
な自己の成長，探求心/自律心という，多様なウェルビーイングのアウトプットが創造されてい
る可能性を見出した．これらのアウトプットは総じて，ウェルビーイングである状態の獲得と
いうよりはむしろ，ウェルビーイングの状態を自らが創り出すことができる能力を獲得してい
ると考えられる．そして，その能力が行使されることで，道場との関わりや，自分の人生目標
に向う努力の継続行動，道場のメンタルモデル化，社会貢献の実行という，日常生活での行動
の変容をもたらせていることが示唆された． さらに，道場の外で活動しながら，常に新たな目
標を提示してくれる道場での修練に戻っていくサイクルが生まれていることが示唆された．こ
のように道場というサービススケープにおけるウェルビーイング形成とはウェルビーイングの
状態を自らが創り出すことができる能力の獲得に特徴があることが示唆された． 
 

4.4  小括 

 
道場で行われる参加者の相互作用によって生じ，獲得されたアウトアムは，その総体としてい
つでもウェルビーイングの状態を創り出すことができる能力になる．それを道場の外で行使す
ることによって，行動の継続，社会貢献など，日常生活に変容をもたらせながら，新たな目標
にチャレンジするために道場の修練に戻るサイクルが働いていることが示唆された． 
 
 

第五章 ウェルビーイング形成のメカニズムについて 
 

5.1  サービススケープとしての道場 

 
文献でレヴューしたローゼンバウムのサービススケープにおける段階的認理論は，その場での
経験が進むと，最終的にはその場が家のような場に感じるようになるというものであり，サー
ドプレイスの段階的認知の変化における基本的なモデルであった．さらに，サービススケープ
上でアクターが行う相互作用は，場所への意味付けと共に自分自身への認識を深め，更にその
サービススケープで共有されている制度を変化させる可能性を持っていることを提示した．こ
れは，場に対する認知的な変化であり，アクターは物理的なその場に留まることが前提である． 
 
本研究によって，修練を続ける参加者は，道場で獲得したアウトカムを，内面化し道場の外で
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生かしていることが示唆されている．このことから，誠道塾ではサービススケープとして，道
場における認知的な変化に，ローゼンバウムが示した三段階の認知モデルに加えて，次の第四
のプロセスがあることが示唆された．そこで，ローゼンバウムのモデルを拡張したモデルを示
す（図 5-1）．誠道塾にはフィロソフィーと修練システムという制度があることが前提である． 

 

         図 5-1 誠道塾道場のサービススケープの段階的認知変化 
 
１）第一段階は「入門のモチベーション」で示されたように，参加者が個として，ポリシーへ
の共感がある場合も，直感で入門を決められる雰囲気の中で，物理的な道場という場において
「道場への認識」を新たにし，そこを空手の技を習得する修練の場として認識すると考えられ
る．さらに，制度の認識もなされる．中村忠氏による道場の機能への言及では，自己研鑽の場
であり儀礼的に振る舞う場という認識が始まる時である． 初級者の行動から示唆されたように，
この段階のサービススケープとしての道場へのロイヤリティは，空手の稽古を実用的なものと
して自分に対する変化を体験する，認知的ロイヤリティであると考えられる． 

 

2）第二段階は「道場での相互作用」で示された，道場での切磋琢磨による経験が，このフィ
ロソフィーや規律に則り，稽古や審査を通して参加者の中に記憶され，蓄積されると考えられ
る．「道場への認識」で示されたように，道場への心理的安全の確認やポジティブな雰囲気から
コミュニティに対して帰属感が生まれ，道場は社会的，象徴的な領域として認識される．中村
忠氏による道場の機能への言及では，相互理解の場であり，コミュニティと個を育む場であり，
生徒達が共に責任を持つ場である．中級者の行動から示唆されたように，この段階のサービス
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スケープとしてのロイヤリティは，認知的なものから道場と言う物理的な場に拡張し，自分と
他者の関係性に対する変化を体験する，集団的ロイヤリティであると考えられる． 
 
3）第三段階は「アウトカム」で示された，道場での経験，獲得した意識は内省的観察によっ
て概念化され，真正性を伴った武道家としてのアイデンティティとなって確立され，アウトカ
ムの総体が，主観的ウェルビーイングとして自分自身を回復してゆくと考えられる．中村忠氏
による道場の機能への言及では，ローゼンバウムの説明とも直接合致する，安心する場/第二の
家，オープンマインドになれる場であり，第二段階と第三段階においては，Luthans et al., 
(2004)が提案する積極的な反応や自律的な目標達成を促す希望，自己効力感，レジリエンス，
楽観性で表される心理的資本という概念が道場というサービススケープに継続参加する者に備
わっている可能性があることを示唆している．先行研究では，第三段階において究極的なロイ
ヤリティがあると提示されていたが，本研究においてはそれはあくまで物理的な場に対するロ
イヤリティの最終形であることが示唆された． 
 
４）そして，「アウトカム」及び「日常生活での行動」で示された行動から判断すると，参加者
は道場で得た武道家としてのアイデンティティを生活の鏡として活用していると考えられる．
その場が，ローゼンバウムのモデルにはなかった第四段階として，エウダイモニック・ウェル
ビーイングを越えた意識としてエウダイモニアが確立するサービススケープとなると考えられ
る．日常生活の現場が，修練で獲得された「誠」すなわちエウダイモニアを伝承していく使命
感，信念と言った自意識が生まれ，スピリチュアルな場面となり，中村忠氏による道場の機能
への言及では，道場を出たら自分が道場を持っているという意識の醸成が達成される．上級者
の行動から示唆されたように，場所への意味付けが，自己への意味付けへと移行し，それが深
まっていくと，自己の内面に対するロイヤリティ，つまり最終的に道場と一体化し，物理的な
場を越えた自分自身に対してのロイヤリティとなる． 
 
参加者が段階的に場に対する認知を成熟させていき，究極的には家のような安心できる場とし
て認識されるというこれまでのサービススケープ研究の議論(Rosenbaum, 2006)に加えて．本
研究では，図 5-1 にまとめられるように，そうしたサービススケープの持つ場の認識を超え
て，自分の人生に対する価値観を道場と一体化させる感覚形成という新たな認知行為があるこ
とが示唆された．そしてその感覚は肉体的，精神的鍛錬を通じて参加者の内面に蓄えられ，道
場の外，いわゆる日常生活に持ち出されることで，日常生活の様々な場面にそのサービススケ
ープがメンタルモデルとして転写され，それによりウェルビーイングを自ら形成する能力とな
っていることが伺える． 
 
誠道塾では最終的に道場という概念が自分の信念，使命感と共にポータブルに道場の外へ持ち
出すことができることで，三段階あったローゼンバウムのサービススケープの段階的認知の理
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論をさらに進め，サービススケープの内面化という新しい価値共創の次元があることがわかっ
た．その第四段階のサービススケープとして，物理的な道場の外で知覚される物理的な特定の
場に捕らわれない道場の存在を加えることができるのである．そこでは，サービススケープの
認知によって，主に社会的な回復や安心感，孤独感の排除などが日常生活に対して効果的に働
くとされるローゼンバウムの家のような存在となる第三段階の認知に(Rosenbaum, 2006)加え
て．本研究で示したサービススケープの四番目の認知では，自分に対する心身の健康の獲得の
みならず，他者や社会に対して積極的に関係性やサポートを働きかけるようになるという変化
としてのファクターを獲得すると考えられる．そこで，この第四番目のサービススケープが，
エウダイモニアを獲得するエウダイモニック・サービススケープであると考えられるのである． 
 

5.2  道場におけるサービス交換 

 
道場におけるサービス交換は，いかにして参加者はアップリフティングチェンジを経験してい
るのか，という点に視点を移すことで説明することが可能であると考える．道場というサービ
ススケープにおける修練という身体的な活動は，一過性のポジティブな経験をすることが最終
目的ではない．これまでの分析によって，参加者がそのサービススケープでのサービス交換に
より具体的に獲得するアウトプットがあり，それは自分の人生を生き抜く諦めない精神，また
社会貢献に目を向けたり，利他的に振舞ったりする心という，人間的成長であることが示唆さ
れた．加えて，修練の目的は人格のポジティブな変容であることが示唆された．スポーツとサ
ービスが変容的価値を生み出す可能性が指摘され始めている(Vinet & Zhedanov, 2010)が，人間
が身体を修練する場においてどのように個人がアップリフティングな変化を経験しウェルビー
イングを形成しているのかについての研究は未だ十分ではない(Rosenbaum et al., 2017, 2020; 
Rosenbaum & Massiah, 2011)． 
 
本研究では，以下のことが示唆された．参加者は，修練を通して本来の自分と向き合い，調和
する．それによって，これまで制限されていた自己が解放され，自己は外へと向かい，取り巻
く組織や社会的・自然的環境と調和していく．その中で参加者は，相互につながっているとい
う感覚を認識しながら，人格のポジティブな変容すなわち変容的価値を形成していくと考えら
れる．これは，将来，人生行路で未知の困難に遭遇しても，それに立ち向かい，いつでもウェ
ルビーイング状態を自らが創り出せる，持続可能な人間的成長を支援する能力を獲得できる可
能性を示唆している．言い換えれば，参加者同士のサービス交換による相互作用からウェルビ
ーイング形成，向上のために，自己の内部にアップリフティングチェンジが起こっていて，ス
ピリチュアルな成長(A. Pandey et al., 2009)がなされている可能性があるということである．そ
のためには，長く継続的な修練が必要だが，参加者は稽古によって目標が達成されると，また
新たな目標に向かう意識が生まれ，それが再び動機となって道場に通い続けて修練する．その
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ことで，参加者同士の相互作用の循環が起こっていることが示唆された．道場でのサービス交
換は，参加者が道場での修練は人間形成のプロセスであることを理解し，参加者同士の稽古の
繰り返しによって，道場はさまざまなウェルビーイングを形成し続けているプロセスと考えら
れる． 誰もが準拠できる道場のフィロソフィーと修練システムを作ったのは創始者の意識であ
る．創始者からサービス交換が生まれているというよりも，道場という場所と参加者，参加者
と参加者がそれぞれサービス交換をしている．修練の場ではそれぞれお互いの潜在意識が発揮
されて，全体で大きなダイナミクスが生まれていると考える．  
 

5.3  武道修練を通じたウェルビーイング形成のメカニズム 

 

5.3.1  誠道フロネシス 

 
誠道塾は研究１において分析してきた中村忠氏が持つ信念や価値観と，そこから生まれた修練
システムに則って，生徒である参加者が修練を実践するというダイナミズムそのものがウェル
ビーイング形成の要因になっていると考えられる．『中庸』から選んだ「誠」というエウダイモ
ニアに繋がる能力を獲得することを目標とする誠道塾では，そのフィロソフィーに「最高善」
の獲得を謳ったアリストテレスのフロネシスとの親和性があった．一方で，文献レヴューにお
いて，組織におけるエウダイモニック・ウェルビーイングの形成には真正性，すなわちオーセ
ンティシティを発揮するリーダーシップの形成が重要であるとされたが，中村忠氏が実際にオ
ーセンティック・リーダーシップを発揮していたかどうかついて，改めて研究２のデータから，
オーセンティック・リーダーシップの 4 つの要素；自己認識，隔たりのない処理，真正行動，
真正な関係性志向(Ilies et al., 2005)に当たる経験を抽出することができた（表 5-1）． 
 

表 5-1 中村忠氏のオーセンティック・リーダーシップ 
 

オ ー セ ン テ ィ ッ
ク・リーダーシッ
プのファクター 

Gioia 法による分析での 
二次テーマ 

Gioia 法による分析の一次コードより 
 

自己認識 カリスマリーダーの認識 私は会長の中に，行動する戦士としての精
神集中とコミットメント，自分のやってい
る こ と に 全 力 で 取 り 組 む 姿 勢 を 見 ま し
た・・中略・・会長の声，態度，身体的な
存在感全てが，その場のコミュニケーショ
ンを支配していました．(K） 

強い志/人生の目的 「あなたがいつも通りに過ごすことがテロ
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に屈しない毅然とした態度になるんだよ」 
と教えられた．(C)  

社会貢献 私は誠道空手を通じて多くの社会貢献でき
る人材，国のため延いては世界に貢献出来
る人材が我が道場から育ち，またそのよう
な人材を輩出ことが私の役目であり志であ
る．(M) 

ポジティブ思考/自己受容 自分の動きが正しい方向にあると感じてい
るということ．(J) 

カリスマリーダーの認識 会長のヴィジョンは常に進化してきまし
た．(R) 

強い志/人生の目的 人間空手は様々な分野の人達に気づきを与
え，志の重要性を教えてくれた．(M) 

隔たりのない処理 価値共創 会長はこれを変化の時だ，自分の考え方を
変える時だと決心されたのでした．会長は
皆の声に耳を傾け，聞いてくださいます．
（J） 

心理的な安全 自分をさらけ出すっていう場面は普段はな
い．ありがたい機会．(C) 

道場のメンタルモデル化 自分を知り，その思いを他者に伝えること
が出来ると，相手も心を開いてくれて，相
互の理解が深まります．これは道場以外で
も大変役に立ち，空手を人生に生かしてい
ると感じることの一つです．（Q） 

ポジティブな雰囲気 社交的で，エゴのない，熱心な弟子たちと
の出会がありました．(F) 

レジリエンス 困難に直面した時，「R，やれ！とにかくや
ってみろ！」．そのお声は私に必要な強さ
と集中力を与えてくれます．（R) 

真正行動 カリスマリーダーの認識 中村会長は極真時代の大先輩であり，その
空手の強さに加えて，陶冶された人格，常
に物事を人間的に考え，それに基づく正確
無比な行動力を持っておられ，武道空手家
で自分の最も尊敬する人でした．(L) 

環境支配 今後も見えない目を見開き，聞こえない耳
を傾け，本当に大切なことを見逃さないよ
う，中村会長の書かれた「耕心結実」を胸
に心を練磨し続けて参りたいと思います．
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（P） 
強い志/人生の目的 「あなたがいつも通りに過ごすことがテロ

に屈しない毅然とした態度になるんだよ」
と教えられた．(C)  

心理的な安全 威張る先輩なんて 1 人もいません．(B) 
厳粛さと真剣な姿勢 道場生もいきいきとしていて，みな雰囲気

が明るくかつ紳士的で，なによりも武道の
礼儀作法をわきまえていることに目を瞠ま
した．（N） 

真正な関係性志向 カリスマリーダーの認識 会長は，人に対して常に心を開かれ，耳を
傾けられる方だからです．(F) 

カリスマリーダーの認識 会長は私に 100％の心配りをしてください
ました．(R) 

カリスマリーダーの認識 「あなたは空手家」という言葉は響いた，
会長は人をオープンにさせる，そこから自
分に変化がきた．積極性が出た．(C) 

心理的な安全 道場では誰もが安全であると感じられまし
た．何故ならば，会長は「徹底的に人を敬
うこと」を要求されたからです． (R) 

公平性 先輩だから，先生だから，師範だからとい
う関係ではなく，人と人，人間同士の結び
つきを深めていける雰囲気．（N） 

切磋琢磨 ニューヨーク本部の道場生がお互いに尊敬
し，尊重し，そして助け合う姿は，人間と
して成熟している証しと感じました．（N） 

価値共創 一緒にいる仲間とお互いに感謝を感じて一
つの場が成り立っていく．(A) 

良い人間関係性 私は誠道の道場で自分自身と他人との関わ
りについて多くのことを学びました．（O） 

 
中村忠氏が持つ，オーセンティック・リーダーシップと，それを伝授された参加者である生徒
の心情の変化，あるいはその場で感じられた真正性と考えられることが抽出された．自己認識
では，中村忠氏の自己認識にブレのない姿勢，自分がやることに全力を尽くす姿が観察され，
生徒は世界に貢献できる人材を育成したいという志や，自分の正しい方向性を認識できる感覚
を手に入れたと示された．隔たりのない処理では，自分の心に素直に行動し，メンバーの声に
耳を傾け自分の考えを修正する姿勢が見られ，生徒は，自分をさらけ出せる場を享受し，エゴ
がなく熱心が人間になってゆくと示された．真正行動では，中村忠氏は陶冶された人格を持ち，
常に物事を人間的に考え，それに基づく正確無比な行動を取るとされ，あなたがいつも通りに
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過ごすことがテロに屈しない毅然とした態度になるんだよと，外の環境に影響されない姿勢を
示され，生徒は見えない目を見開き，聞こえない耳を傾け，本当に大切なことを見逃さないよ
うな心持を伝授されていることが示された．真正な関係性志向では，中村忠氏は他人に常に心
を開き，他人を 100％ケアし，人を徹底的に敬うことを教え，人をオープンにさせる存在だと
示唆され，生徒は，お互いに尊敬し，助け合う姿が，人間として成熟している証しであると感
じ，自分自身と他人との関わりについて多くのことを学んだと語っている．これらのことから，
中村忠氏がオーセンティック・リーダーシップを備え持つことと，修練によって参加者である
弟子たちに伝授されていることが示唆された．中村忠氏は正にフロネシスを体現するフロニモ
スであると考えられる． 
 
アリストテレスはフロネシスの中心には感じ方，考え方としての中庸があると説いたが，その
発動については言及していない．またフロネシスを獲得できるのはその資質がある人間のみで
あるとも言っている．社会やコミュニティにおいては，コンテクストに応じて，個人の正義を
優先するメンバーと，社会の善を優先するメンバーの対立のバランスを取りながら相互交換を
推進する能力が実践知，すなわちそれがフロネシスである(野中 et al., 2014)とされる．一方で，
誠道塾のフィロソフィーの元になった中国の儒教における『中庸』には，それを発動するため
には修練が必要であると述べられている．この中庸は世界の調和を達成するために必要な人間
本性の「誠」の充実であり，修練して獲得するものと位置づけられる．また，それは天与の資
質を持つ選ばれた者だけでなく，修練を通じて全ての人が獲得可能であると述べられている．
誠道塾の道場は修練の場であり，フロネシスを獲得し発動させる場と考えられる．従って，誠
道塾でのフロネシスの定義は，アリストテレスの「フロネシス」の意味に，『中庸』からの「誠」
すなわちエウダイモニアを獲得するための中庸な姿勢と実際の修練を加えることによって達成
される，「人間の本性，倫理的徳の本質的な属性である誠を充実させて常に発揮でき，いつでも
誠を創造することができる状態」とすることができ，さらにオーセンティック・リーダーシッ
プの発揮によってフィロソフィーそのものが息づくことで，この誠道フロネシス自体が発動さ
れると考えられる． 
 

5.3.2  ウェルビーイング形成のメカニズム 

本論文では，武道修練は道場というサービススケープで行われるサービス交換であるとして分
析を行ってきた．研究１として，誠道塾が持つ，フィロソフィーと修練システムが，創立者で
ある中村忠氏のどのような考えや信念あるいは使命感によって成立したのかを分析した．続い
て研究２として，誠道塾で修練を続けてきた生徒たちが，道場でどのような資源交換をし，ど
のようなアウトカムを獲得したのかを抽出し，それらを分析することで，サービス交換の流れ
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や，そこに働くメカニズムを検討した．そのメカニズムを模式図化したのが図 5-2 である． 

 
図 5-2 武道修練を通じたウェルビーイング形成のメカニズム 

 
創立の理念となった創始者の信念や使命感によって，組織として寄って立つフィロソフィー，
すなわち組織理念，価値基準，行動規範が制定される．それに沿って，実際の修練の教科書，
指導書になる修練システムが確立された．このフィロソフィーと修練システムが，この組織に
おいて根幹となる制度である．参加者である生徒はこの制度の元，道場と言うサービススケー
プで修練をする．修練とはすなわちサービス交換である． 
 
サービス交換は，参加者それぞれが自分の目標達成のために，お互いに儀礼的行為を通じて敬
意を示しながら切磋琢磨する対等な関係性に基づく価値共創行為として，道場に対してポジテ
ィブな認識を持たせるフィロソフィーへの共感と道場での修練によって，主観的及びエウ
ダイモニックなウェルビーイング形成につながる多様なアウトカムを生み，参加者はそれ
らを獲得してゆく． 
 
フロネシスは物事や状況に個別に具体的に熟慮し対応することで，道徳的な方向へ導く賢明な
決定をする知識である(Eisner, 2002)．修練の継続によってアウトカムは繰り返し獲得され，蓄
積される．こうしてできたアウトカムの総体はフロネシス（この事例の場合は誠道フロネシス）
であると考えられる． 
 
これらのアウトカムは，参加者の内面に落とし込まれ，定着し，その総体は意識となって道
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場のメンタルモデル化が起こる．言い換えれば，道場が自分自身の中に取り込まれ，道場が
物理的な場所である必要はなくなり，道場が持っているウェルビーイング形成能力が,  参加者
である個の能力となり，場所を問わずに発揮できるようになる．つまり道場が昇華されて自
分自身のマインドセットになるのである．この能力は，徳と言う，人間を善きものにするため
に潜在能力を発揮させるための状態を得て，それに即して活動を行う最高善であり，誠である
エウダイモニアの実現をもたらせるものである．エウダイモニアは人格形成に関わる深い経験
価値という概念が融合した価値としてのアウトカムと考えられる． 
 
先に，サービススケープの段階的認知の分析で，この状態はサービススケープとしての道場の
四段階目である，自分自身が自他のウェルビーイングに影響していく使命感や信念に値する認
知フェーズで起こることを明らかにした．アップリフティングチェンジは商業的な活動を意
味しない心の変容であり「道徳的，精神的，文化的なレベルなどを高めるように，人の気
分や精神の向上を促すような形でポジティブになること  (Cambridge Dictionary を参照し，
著者が定義)」と定義した．こうした使命感や信念を自覚することは，すなわち，アップリフ
ティングチェンジが起こることであり，それによりエウダイモニアの実現をもたらせる能力
が獲得され発揮されると考えられる． 
 
従って，誠道塾で形成されるウェルビーイングは，この使命感や信念に裏付けされたアッ
プリフティングチェンジを伴ったエウダイモニアを意味すると考えられる．エウダイモニ
アが能力として発動されることで，自利としての自己改革や利他としての社会貢献など，
修練の場である道場においても，メンタルモデル化した道場を社会システムに持ちだした
日常生活の中においても，自己の内外に影響を与えるものとなる． 
 
サービス・ドミナント・ロジックの文脈では，制度や修練のコンテンツはオペランドリソース
であり，行動を後押しするフィロソフィーから生まれる意識そのもの，人格形成を促進する知
識や教え，それに価値共創をおこす参加者自体がオペラントリソースである．エウダイモニア
を実現させる能力こそ最高のオペラントリソースとなる．それを道場の中，あるいは外, 日常生
活や社会貢献といった場において行使することで，アップリフティングチェンジと共にエウダ
イモニアが発動される．これらの動きは一過性のものではなく，常に新たな目標が提示される
制度によって，そこで得た経験を携えて，再び物理的な道場に戻り活動が継続されるサイクル
となる．このことによって，道場そのものが相互作用の誘因になっていると考えられる．（図
5-2 における参加者 a を代表的参加者とする．道場の修練システムで他の参加者ｎと切磋琢磨，
価値共創と言うサービス交換を行い，社会システムでは誠道塾以外の人と共に社会貢献を行い，
あるいは自己の役割における精進を通してサービス交換を行い，その双方のシステムに間を循
環しながら，どちらにおいてもエウダイモニアであるウェルビーイング形成を行っている. 参加
者 n はそれぞれが参加者 a となり，同様に活動している）．研究１で明らかにした「相手に対し
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て尊敬の念を持つことで愛が生まれ，それは謙虚さとなって人間関係が豊かになる」という循
環も同時に起こり続けるという示唆も重なってくる．すなわち修練の実践というサービス交換
における基本的な心の内面の動きが誘発されていると考えられる．こうしてサイクルが回る毎
に自己成長が加算されていき，参加者個人の成長と共に，各人の成長の総体として道場を持つ
組織自体も成長が継続されていくと考えられる．組織自体の成長によって個人の成長も影響さ
れる．伝統的な制度が組織の体制を作っている武道の道場が，なぜ長く継続されてきたことへ
の回答でもある．このことにより，武道修練を通じたウェルビーイング形成のメカニズムであ
ることが示唆された． 
 

5.4  小括 

 
誠道塾のフィロソフィーには，行動の正当化を促す規範となる実践知として,フロネシスがエン
ベディッドされている．生徒というアクターは，修練というメディアを通じて,そのフィロソフ
ィーを基に具体的に構成された特徴的な修練システム則って，道場というサービススケープで
修練を実践することで，多様な経験の価値を共創している．結果として，修練を継続する過程
で自利利他を実践することをベースにした豊かな人生観が育くまれ，ウェルビーイング形成が
できる能力を身につけ，人生のアップリフティングチェンジが起こっている.すなわち人間形成
がなされ，最高善「誠」が獲得され，潜在能力を発揮できる状態であるエウダイモニアが形成
されている．  
 

第六章 結論 

6.1  結論とリサーチクエスチョンへの回答 

 
誠道塾の道場は，修練によってエウダイモニアが獲得されているサービススケープである可能
性が示唆された．これは，その場での価値共創のあり方を自分の生き方のモデルとして一体化
し，その効果がエウダイモニアの獲得に繋がるアップリフティングチェンジとして人間形成に
寄与していくことである．これは，一過性のポジティブな経験をすることではなく，自分の人
生を生き抜く諦めない精神，また社会貢献に目を向けたり，利他的に振舞ったりする心を醸成
していく能力を身に着けることである．すなわち，道場という場と修練をメディアとして，い
つでもウェルビーイング状態を自らが創り出せる，持続可能な人間的成長を支援する能力を獲
得できる可能性を示唆している．スポーツの文脈のような身体的活動を伴うサービス研究では
競技性や商業性における優位性を論じるものが多い．さらに武道という対象もスポーツの一部
として語られる場面が多く，必ずしも競技性を伴わない本来の武道が行われる場では，どのよ
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うなサービス交換がなされ，価値共創が起こっているかはほとんど研究されていない．本論文
では 40 年以上持続している空手の修練の場である道場をとり上げることによって，そのサービ
ス活動から生まれる最高善であるウェルビーイング，すなわちエウダイモニアの獲得可能性に
ついて示唆することができた． 
 
以上の結論により，以下にリサーチクエスチョンの回答を記す． 
 
SRQ1: 武道修練におけるサービス交換の基盤は何であり，それはいかに持続されているの
か？ 
 
創始者が体現しているオーセンティック・リーダーシップと，創始者が定めたフィロソフィー
（この場合は誠道という概念）に基づく，賢明さを目指す実践能力・知識としての誠道のフロ
ネシスが，修練システムに則った稽古における相互作用を通じて形成されるウェルビーイング
の総体として，参加者としての修練者に伝承されていく．これにより，参加者は価値共創の在
り方を自分の生き方と一体化させることを動機づけられ，ウェルビーイングを形成できる能力
として道場の外でもそれを活用し，常に新たな目標に向かう原動力としている．これらがサー
ビス交換の基盤となり，相互作用の誘因として，参加者間でフロネシスの形成が進み，道場に
おけるサービス交換が持続されうることが示唆された． 
 
SRQ2:道場では参加者は相互作用からどのようなアウトカムを得ているか？ 
 

道場では参加者の相互作用により，ウェルビーイング形成としてのアウトカムを獲得してい
る．ここには主観的ウェルビーイングの側面とエウダイモニック・ウェルビーイング，そして
「誠」すなわち最高善であるエウダイモニアの側面がある．主観的ウェルビーイングの側面か
らは, 様々な人の絆から，自分を鼓舞し朗らかに生きる心の持ちようを学んだり，自分の方向性
が正しいと感じられたりするようになった．ここではポジティブ思考のアウトカムの獲得が確
認された．また，エウダイモニック・ウェルビーイングの側面からは，内発的動機付けを誘発
する次のようなアウトカムが確認できる．自分でどうやったらできるようになるかを考えて行
動したり，本当に大切なものを見失わないように練磨を続けたりしている．これらは，人生の
目的を持つこと，そして自律性や探求心を示すアウトカムである．また，修練によって人生を
豊かにすることができるという有能感を伴う確信や，共に人間的成長をはかりたいという強い
心から，継続的な成長というアウトカムが確認される．さらに，他人から変わったと評価され
るようになったり，応援してくれる人が増えたりという良い人間関係というアウトカムを得て
いる． エウダイモニアの側面からは，武道の道場を自らの社会的生活，すなわち道場での修練
ではなく，空手から離れた日常生活，仕事，家族や人間関係に関わる諸活動等において自ら投
影し，物理的な道場でない空間を道場と見立てて，社会的生活において他者に礼節をもって対
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応したり，他者の成長のために貢献をしようとしたり，様々な困難においても自分自身を規律
付けて，それを克服しようとする動機づけを図ろうとしている．これらは，レジリエンス，環
境支配，強い志，自立心，そして人格形成に関わる深い経験価値という概念が融合した価値と
してのアウトカムである． 

 
SRQ3: 武道修練においてどのようなサービス交換が行われているのか？ 
 
武道修練の場である道場では一般的な指導者と生徒という上下関係に基づく関係性ではなく，
それぞれが参加者として自分の目標達成のために，お互いに儀礼的行為を通じて敬意を示しな
がら切磋琢磨する対等な関係性に基づくサービス交換が行われている．これを SDL に照らして
考えてみれば，技の習得カリキュラム（修練教程），試合や昇段審査，それを習得してゆく修練
はオペランドリソースであり，価値共創のメディアである．道場では，指導者と生徒はそれぞ
れがサービス提供者であり，またサービス受容者でもあり，オペラントリソースとして共同で
価値を創造している．サービス交換の対象は，人格形成を促進する知識や教えであり，それを
実現するために道場の環境や制度の改良も新しい価値として共創されている． 
 
MRQ：武道修練において参加者に対してウェルビーイングはいかに形成されるのか？ 
 
武道修練におけるウェルビーイングの形成は，修練によって価値共創されたウェルビーイング
に繋がるアウトカム，その総和を自分の生き方のモデルとして一体化し，その効果が人格形成
に寄与していくことである．これは，自分の人生を生き抜く諦めない精神，また社会貢献に目
を向けたり，利他的に振舞ったりする心を醸成していく能力を身に着けることである．これは
それらが自分の使命感，信念となっていくプロセスにおいてアップリフティングチェンジが起
こり，エウダイモニアを獲得，発動するウェルビーイング形成である．すなわち，道場という
場と修練をメディアとして，いつでもウェルビーイング状態を自らが創り出せる，持続可能な
人間的成長を支援する能力，すなわちエウダイモニアを獲得し，それを社会的生活の中で行使
することが，ウェルビーイングの形成に繋がることが示唆された． 
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6.2  理論的含意 

 
サービススケープ上でアクターが行う相互作用は，場所への意味付けと共に自分自身への認識
を深め，更にそのサービススケープで共有されている制度を変化させる可能性を持っている
(Rosenbaum, 2006)．そうしたアクターのダイナミクスは，価値共創プロセスの分析で重要な
視点となる．そこでローゼンバウムのサービススケープの段階的認知理論(Rosenbaum, 2006)
のレンズを援用した． サービススケープの段階的認知理論は，サービス交換が行われる物理的
な場において参加者が相互作用の結果，認知を変化させていくことで，単なる機能的便益を充
たすためのサービスの場から，参加者同士で感情的交流を可能にする家のような場にシフトし，
サービススケープの存在意義が変化することを指摘した．本研究の事例分析により，相互作用
を行うサービス交換の場が，参加者の自らのメンタルモデルに転写され，内面化され，マイン
ドセットとして道場の外に持ち出されることで，日常生活にも変化が起こり，多様なウェルビ
ーイングを自ら獲得できる能力が開発されるサービススケープに変化する可能性を見出した．
サードプレイスからの発想から三段階の認知的定義を行ったこれまでのサービススケープは物
理空間としてであったが， 道場での参加者の相互作用によって，フィロソフィー，修練システ
ム，獲得したアウトカムを含んだ道場の総体がエウダイモニアというオペラントリソースとな
り，サービススケープとして物理的な空間を超えたマインドセットに変化していると考えられ
る．言い換えれば，サービスを交換する場として，物理的な場所であるかどうかを問わない，
遍在性のあるサービススケープの概念としての道場が浮かび上がったと考えられる．具体的に
はマインドセットにまで昇華されたサービススケープである．これが参加者のエウダイモニア
を獲得する能力として機能している．これを本論文ではエウダイモニック・サービススケープ
と呼び，サービススケープの認知段階を更に追加した． 
 
また本研究は，サービス・ドミナント・ロジックでは十分に議論されてこなかったエウダイモ
ニア，いわゆる幸福の獲得能力の形成について考えるものである．サービスエコシステムを通
じたウェルビーイング形成のメカニズムとして，各アクターの相互作用と道場という場が持つ
制度的規範がどのように関係しているのかが示唆された．これは，サービス・ドミナント・ロ
ジックから派生したサービスエコシステム論において，制度的規範がそのサービススケープ特
有のものではなく，道場という場を超えて個人の中に根付き，エウダイモニアを形成している
という新たな視点を追加している． 
 
トランスフォーマティブ・サービス・リサーチの文脈では，本研究は，営利組織に対する研究
が多い中で，非営利組織におけるウェルビーイング追求方策について追加考察するものである．
サービス交換は経済的価値を創造するだけでなく，サービス交換の場で共創され，アクターが
享受するウェルビーイングに関わるアウトプットは多様であるが，アクターが受け継いでいく
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ことができるウェルビーイングをもたらす能力そのものがアウトプットになっている視点は，
営利，非営利に関わらず組織や社会環境の発展，持続可能性に貢献できるものとして新たに追
加できるものである． 
  

6.3  実務的含意 

 
武道の道場をサービス交換の場と捉えたとき，本稿で示唆した武道修練を通じたウェルビ
ーイング形成のメカニズムは，新たな道場運営の構築または補強になる可能性がある．加
えて，組織活動において，人間のウェルビーイングを向上させる機能がある可能性を提示
した．  

当該組織の中で，運営を拡大するという考え方は中心にはない．むしろ塾という小さな組
織を維持したうえで活動自体を持続可能にしていくことが前提であった．このスケール化
を中心的目的としないで持続的運営を実践する組織経営モデルは，営利でも非営利でもそ
の持続的組織経営の視点のひとつとして検討することができるかもしれない．  

近年，人々が社会貢献を通じて自ら成長する機会を創出することへの重要性が増してい
る．ボランティア活動等への積極的参加により社会に価値を創造していくことで，組織，
組織構成員，社会に成長とウェルビーイングを提供できる可能性がある．これには，ひと
りひとりが，自発的に社会的課題に取り組む意識の醸成が大切であると考える．社会への
新たな価値の提供を可能とするイノベーションを起こす人材育成のツールとして，本研究
で考察してきたモデルが貢献できる期待がある．とりわけ，サービススケープにおいて良
質な経験をしたことでウェルビーイングを獲得した結果，他者へのまなざしを成熟させ利
他的な行動に結実させたメカニズムを本論文で示した点がこれと関連する．エウダイモニ
ア形成を自律的に可能にする人材育成を検討する点で貢献可能なモデルであると考える． 

 

6.4  将来研究への示唆 

 
今回の研究は，誠道塾という一つの空手指導，普及の組織を取り上げ，そこで起こっているサ
ービス交換について掘り下げてみた．武道には多くの種類があり，組織毎，道場毎に，理念に
則って活動を行っている．今回明らかになったメカニズムを一つの類型として，他の武道と比
較してみることで，また新たな視点，違ったサービス交換の事例が現れる可能性もあり，武道
の世界にも，サービス研究の世界にも貢献できる可能性がある．また，スポーツや武道の文脈
を始めとして，他の分野においても，持続可能な人間的成長や人格形成あるいは非商業的な活
動においてさらなる研究が積み重なっていけば，エウダイモニアの獲得を目的としたサービス
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研究はさらに深まると考える． 
 
道場における修練は，メンタルヘルスの改善とも関連しうると考える．実際に，聞き取りから
は研究対象組織のニューヨークの本部において，DV で傷ついた人たちへのケアプログラムを
始めとして人間の心を回復するための取り組みが行われている．このような中，メンタルヘル
スの研究の中で，道場での修練がどのような効果をもたらすのかは，今後の重要な研究課題の
一つになると考える． 

 
本研究の発見事項は学校教育とも関連性を見出すことが可能だ．本研究のモデルを学校教育の
中で行うためには何が必要か，学校教育だけでは難しい補完的な人格教育としての課外活動的
としての位置づけが妥当なのか等，学校教育研究の文脈においても，今後重要な課題の一つに
なり得ると考える． 
 
カリスマ性の継承は，事業継承についての議論として，重要なテーマである．本研究で提案し
たモデルの中にはカリスマリーダーの存在が関与していることを見出した．組織活動の持続性
の観点ではそうしたリーダーのカリスマ性を如何に継承できるかが問われていくことになるで
あろう． 
 
本論文で検討してきたウェルビーイング形成モデルは，参加者とサービス構築者，提供者の間
でそれぞれの成長につながる可能性を示している．これまでサードプレイスの概念をもとに，
物理的な場の運営方針や環境を変革してきた事例は多くみられる．しかし，本論文で示してき
たように，サードプレイスは，物理的な場所への認知から，参加者の内面に場の相互作用のあ
り方そのものを吸収し，日常生活において道場という場での相互作用を転写することで自らの
生き方の変革につながる機会とも考えられる．この，サードプレイスにおける様々な活動で参
加者が自らウェルビーイングを獲得する能力を形成することが可能であるという機会を活用す
ることで，物理的なサードプレイス留まらない様々な空間で実践できる可能性がある．身体性
を伴う経験が，フィロソフィーを個々人が深化させることを動機づけると仮定した場合，そう
いった経験は仮想空間でも成立するのか．身体性を中心に置いた物理空間と仮想空間の比較に
よって，この問いを深耕していくことが可能になろう． 
 
また，これはエンパワメントの文脈にも通じ，本論文では，修練を通じて，参加者はそれぞれ
が自分自身に対しても，組織に対しても自立してゆく意識や態度を身に着けてゆくと示唆され
たが，いわゆる組織や社会における権限移譲との対比は研究課題になり得ると考える．さらに，
禅をはじめ，武道とスピリチュアルな要素，あるいは宗教的な意図を含む修行という行為との
関連について，その効果的な点あるいは懸念点につき目を向けていくことは重要テーマと考え
られる．今後はこの点についてもさらなる研究が必要と考える．  
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6.5  小括 

 
本論文において提示することができたウェルビーイング形成モデルでは，武道修練を通じ
て，持続可能な人間的成長を支援する能力を獲得し，エウダイモニアを達成する可能性が示唆
された．理論的背景における，サービススケープの段階的認知理論，サービス・ドミナント・
ロジック，トランスフォーマティブサービスリサーチに対して，新たな知見を加えられたと考
える．そして，実社会における応用，適用の可能性も示唆できた． 
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